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土 木 建 築 設 計 施 工

。三協 土

式

吐

株

曾建

市 上 長 草 木 成 一

本社京叡市左京直吉国下阿遠回I 四十五番地

電 話 上 ③ 6115 番

大限営業所 大阪市西直土佐堀通三丁目一九

土木建築綜合請負業 資本金豊百四拾高国

審 株 式 雌 南

曾 祉 根 拠 I羽

本 軍 土

木工部

支T i 5

出張所

取 締 役 世 長 大 西 奥 三 吉

京都市中J f ( ' mi . 蛸薬師走重大宮西入上1レ

定 詰 壬 生 ⑧14C3.1404.2.2J

京都市中京m. : 大角主主紳泉施問J 図 入

電 話 壬 生 @・Wi 4
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大手軽市後在家田了二二番賞品 質Z務 大 津 G岳

株 式 曾 祉 末 松 工 務 庖

代 表 枇 員 末 松 佐 一 郎

京都市中京直壬生柿之宮町二O番地

2  8  5 0 番

電話壬生(84) 1  8  7  6 番

3  6  2  5 番

合名曾祉 辰 己 建 設

代 表 世 員 長 己 松 五 郎

京都市ー下京直西洞院透木津屋橋上ル

東塩小路町六O 七番地

1 8 2 番

電話下⑤ 2 6  4  1 番

4 6 7  5 番

ｑｾｾ Ｚｴ｜［＠
む1E7曾祉中 野 組

取 締 役 枇 長 中 野 正 次 郎

本庖京都市中京直西ノ; ゑ職司町68

電話壬生2274 ・2275君子

工作所京都市右京直太奏下刑都町 8

電 話 嵯 峨 1 1 4 番

支 庖 出 張 所 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 大 阪

株式曾祉 林

取 締 役 吐 長 林

手且

太 作

本社京都市下京区綾小路通新町西入矢羽町125

電話下( [5098 ・6680 ・6689 ｾ干

支 庖 大 阪 市 東 区 北 浜 一 丁 目 二 八 番 地

電 話 昭 島 4 0  6  7 呑
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電話ー下 ｾＴＰＰＳ 呑

主 務 担 京 都 市 下 京 直 朱 雀 賀 麓 町

...J... 場 電話下( [3031番

水 野 建 設 株 式 曾 社

取 締 没 吐 長 水 野 喜 一 郎

本 庖 京 事f 市下京区御前通七鎌上ル

包括ー下( [8277 ・8052番

大阪支居 大阪市北直太融寺町 120 番地

電話堀川2816 ・2107呑

士 木 建 築 工 事 請 負 土 木 建 築 工 事 請 負

株 式 4

曾 枇 J 、 斗
幸工

堂

開

耳 元 締 役 社 長 木 下 清 司

合 名

曾 枇
木 下 手且

代 表 世 員 木 下 政 次

， 本 社 京 都 市 下 京 直 百 七 僚 市 部 町 一 八

本 位 京 都 市 下 京 直 西 七 僚 御 領 町 四 九 |  電話下⑤4409番

電話下⑤991 ・必91番 |  工作所 京 都 市7 京区花屋町通西大路西入

;1 出 張 所 大 医 市 北 冨 葉 村 町 七 八 ノ ー |  電話下⑤7887呑
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時 の 言 葉 古美術保存と建築文化

法隆寺金堂の炎上は、園民の心比大きな衝撃を奥えた。嘗時、新聞紙は、火災の賦況、

原因或は之れに源生して起った事件、政府の庭置、今後の針策などについ て大きな紙面を

害 ｪ いた。しかし、とれらのととについて明快な設明 がｾれないま、 ｋ 数ヶ月経った今日、

はぞ法隆寺炎上のととは園民の脳裡から衣第 K 薄れようとして いる。建築に少しでも閥係

のある者は、取返えしのつかま いこ とをしたという悔恨の気持と 、程度と考え方の差とそ

あれ之の時代に法隆寺を火にかけ、壁画の大半を壊滅させてしまヲ たことに劃する自責の

念を、誰もが以としく戚じていると b もう。たとえ火災の直接の原因が明か K され て、政

府嘗局の直接責任者が慮罰されても、それで決して法隆寺炎上の問題は解決されたのでは

ない。庚くいえば結局その責任は、園民のすぺてが負うべき ものであろう。何故左らば法

隆寺のよう在世界的古美術品は、日本園民の一人ベトバトが心して保存をはからねばならまい

ものであるからである。ととろが、今日まで園民の果してどれだけの人が、法隆寺の美的

債 値K ついて、或は数年前から行われている修復事業について関心を持っていたであろう

か。台そらく、それは少数の人達に限られていたと思う 。とこに問題がある。法隆寺が世

界最古の木造建築といわれ、世界代誇るべき壁画を持ち ながら、これを補修し維持する費

用が極めて少額しか認められてい在かったということは何を物語るのか。園民のすべてが

負うぺき責任というたのはこのことである。

しかし、現代の日本人の美術文化K 劃する認識水準は、欧米の人達のそれに較べれば造

K 低いものであろう。その意味からいって建築に直接関係のある者( 勿論このことは、建

築調係者だけに限られるペきものではまいけれども。) が今日までに果して一般園民に劃

して法隆寺の美術文化的買値の重要性についてどれだけ啓柴的努力をしたかを反省せねば

在ら在いと思う 。法隆寺のよう在園賓的美術品は一部の人起の研究観賞の針象としてとと

まるとと左く、国民一般の人達にも親しみぞすくわか Dぞすいものと左 D、国民すぺてが

心から日本K とのように優れた美術品を持つととの出来た喜びを煩ちあうようになってこ

そほんとうに国賓といえるのであらう 。

美術品に劃する国民の車撃がーの世論とまって来れば、とれ等の維持補修に要する費用 K

ついても国家として思い切った措置が出来るであろう。

戟宇を棄てた日本が今後世界に伍して生存して行くには、 凶民としての目 標が左け れ ば

左らまい。その一つは新しい日本文化の建設である。新しい日本文化を建設するには、先

づ今日までに吾 φ の先輩が遺した ものに艶して深い認識を持ちとれを探究するととが第ー

である。新しい日本文化は過去の日本文化が徹底的に見極められたとに築かれねばまらな

い。建築に携わる者は今こそ勇奮すぺきである。

2  



祇園舎舘

〈改築〉

所 在

京 都 市 祇 園 石 段 下

設 計

白石博三、繭回朝生

施 工

武 内 工 務 底

外 叡

阪守十者の言葉

とt DI l ! " 物はもと ほ厨乙部 ;i!¥波! 羽合。事務所として、中

西六郎氏の設計、ミラノ工務底の施工で建築された。敗

戦後占領震のダン 1 ホールになって居たが、今般返還さ

れたので、ￇＦｾして瑠｟ｉ ＺＮ ｉ ＧｬＺｴ風習曾場 、 階下に喫茶室を設

けた。

t昆官雪合場は貸合場にもなる コ施主の要求で純和風、主主

作備州検 一式 。ｾ演左方の切妻の見えるととろがと Ｐ 合

場である。

喫茶室は金町役照明を使った。極[j るのある虎に温習曾

揚とは別な入口がある。

外観、も幸正千改めた。猪ヱされたものは原設計とは箸干

相違した。

温 習 曾 湯 断 面

4旦ーー」 A  

。
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喫 策 室 北 面

4  

4関 3 2  

金 ｉ Ｎ ｾ 押ｾｾ
ｾ総茶会参 ｧｧ
ｾｧｧ 宝ｧＺｧｾ

卒 商 圏

。

調理室



京都女子大皐

名 手 持 財 閥 法 人 飽 谷 女 子 容 図

京都女子大感校合

場 所 京 都 市 今 熊 野 太 閤 垣

設 計 、 施 工

竹 中 工 務 唐 家 事iM苦楽研

正 面 玄 関 .

階 段 教 室

政 地 面 積 1557坪21

建築面積 1 階 266坪785

2 階 266坪785

床 ホ ーJ レ 廊下一咽l ":lン tI ] J ート打、人主主日干出シ

及モ l レタ Jレ督官数室、フローワング貼

壁 木 造 軸 組

1 階 外 部 犬 墜 ス タ ツ ヲ 仕 上

2 階 外 部 J 、戸フ テインバ ー、 ;<.!J. ツコ 仕上

; { { 関廻り 、 人主主石間干出号、目地切仕上

屋根小屋木造ト/ ; < . 、赤色セメント瓦奪、勾配八寸

1 階卒lii 直面

1、 ホ ー ノレ

2、歓 室

3、 階 段 差 士 室

4、数曲目用便所

5、 J生徒I t l 便所

6、宿 直 室

7、 物 lit

5  



立 命 館 大 串 文 皐 部 校 曾

場 所

設 計

施 工

般地面棟

建 築 面 積

京都市上京区河原町際小路下 J レ東側

内 藤 建 築 書 評 務 所

株 式 令 祇 竹 中 工 務 底 京 都 持 業3斤

7  7  O 坪 o 0  

1 階 土 o 2 坪 2 ｾ＠

2 階 . 2 8  0 坪. 2 2  

守ー+ー

凶

a・・F

Ｍｾ首卒Ｂｩｩ ｩｬ
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1、 ポ ー チ

2、 ホ ー 1レ

3、 IJ、ホー Jレ

4、 受 付

5、 事 務 室

床

壁

屋 根

6、 教 授 蜜

7.  w. . 生控室

3、 教 室

9. 便 所

10. 洗 面 所

ホー ノレ、コン? JJ ート打、人遁石E芹出シ、目地切

仕上、数室、フロー P ング貼

腰板貼] 1 . . . . . ンキ像、皇室漆喰仕上、府下部モザイグ

9 イ J レ貼

小屋木造トヲス、赤色セメ y ト瓦宣車、勾" i ! 四寸

11、小使室

12、宿直室

13、 倉 庫

14. 中盟主

二階卒面圃



床 関

⑥ 

も と 「 苧 線J ( ー休庵〕の

ま主初であったのを個人住宅

に大改造したもの。殆ど面

目を改めた感がある。

上簡はＱｦＮ商問右ょ の ＱＰ 上ｾ

の床湖、下左悶は1 f . 商問。

下左の ｬｕｾο も｀、下右闘

は茶腐の床である。

所 在 京 都 市 iii 図丸山公園内

設 計 施 工 武 内 工 務 j苫

焔 主 名 弁 得 三 氏
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莱

設 計

施 工

飯計者の言葉

久 L 怒りで重量得屋の仕事をした。

敷地は東西; 18刻、 南 北10閲で、: m. は電車選、荷は i尚L 、

樫の生Z亘をへだてて、以前は施主。住宅であったチユー

ドJレヨ' ジツグ otfli 挺な邸宅に隣る。目下そ C 建物が占領

軍 に 接i吹されて居るので、とれが建つととになったので

ある。北と西は高い土携をへだてて既存c 隣家がある。

E政地が細長い上、その申に土蔵古Z 3 棟是正者Fナる。それ

との関係やら坪数。制限やらで平面計盟が制約された。

また次頁苧面倒。浴室W. 商の分は、度目復元年 C 棟中Lのあ

る建物の移築が主体になって居るから、その鈷も市j約 が

ある。 ｦ 品 ｾ Ｏ Ｑ 守来は東西闘力 ＨＰ 脅築ナる設計を行ったから、

現在では平面、立商共に不満足な里占がある。庭園も設計

はしてあるが未着手で告書木は仮:雄えである。

事費式は大体和風であるが、自由な手法で且所謂凝った

意匠にならぬ擦に努めた。屋根は大仰片面胸、遺作主と

して赤杉と赤松。軒猿頬優、大板流貼。壁内外栄: 殆ど焚

茶室を南西 よ り見 る

氏 邸

白

r 屯.

9 調、

捕

時

成

石

置士

集。北側外壁は糞犬津である。東平分はず「築で坪数市ITI浪

があるが、狭い菌を IfRく使ふ工夫をした。

玄関の土問と民間は、それ自体は自主々で間口 6.::;5尺.

奥 行 5.15尺 で あ る が、 その外に奥行 1. 4尺c 下 駄 箱 及u:

出窓をつけた。

廊下はわざと ro<  3.85尺としたが効果があった。

中 廊 下 。 北c 務室の奥行は、とれ等務室に共還な都合の

良い寸法として 3. 35尺とした。

四ｾ分は上述。湿り敬地内に ｅ 正存した建物。移築が主

体であるが、一度解体した上で随 ｾｩｴ 改造を施した。

茶室。郊分は良材が使ってあり、由緒もあるので、な

るべく保存したが、東4 ' 分との連絡。都合や調和の問題

もあり、かなりの改造を裂し尾根C 形や廊下等以前と金

〈変った部分も多い 。

照明2E 民等細部に至る迄設計したが. 施主が理解があ

るo で気持。よ し、仕 事が 出来た。

南 面 図

.  
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居室は目下は食事室も符ねて居る。 J IO羽こコ州入の中に

喰ひ込んで廊下から使ふ滞。令奥入と電話恭 !IMを: 反った。

北 側廊下と。耳支り合はせ 、耳(.2 枚は蝋色像烏ノ子Mο 伎

で、四 2 枚は !暖墜をつけ、障子を忍てた。

床は践f- E 床。床桂北 111勝、地板陣。南は紙貼障子とヵ・

ラス戸を雨戸の 3 : m: である。束。高窓及南の凋陥は 1 つ

既 設 土 &

茶 室 をｾ よ り 見 る。

正面の小? & : は皐測を破る気につ

けた。茶室。軒先は桧北 111ノl、丸

メ: 1本鋼板葺。何本昔、第 1 頁C

Ｑｾ ｩ寝も ｬ 司じ場所であ 、 る。

。棋に紙とガラスを 2 重代入れた路子C 一本号| 。障子は

すべてや紙1 "J 大桟面耳元イナ子付。

調理室の床 ｾｖ 像甲板ホイノレステ ｹ 。壁天井白色 プラ

: ;< !l- - o  ｾ白 ＵＱ サタイノレ 。木部淡背 灰色オイ ｊ レ ａ イ ン。ト

告をし陶磁。

卒 面 園

怠帯

ーヲ行

民足

。1 '1. S  .. s' 4。
ぱ R
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よ 左 玄 関 内 部

土問天然スレート布毅。康問床秒滋甲板。壁表嫌。出

入口扉は壁の内へ引き込 む。様、絡子及綾、持、腰綿板

赤杉紅、上部は摺ガラス入。

土問。腰巾木は赤杉中杢。

下駄倍、傘立、出窓窓台 F 物入。戸は赤修復。天板赤

松。下駄循上。 純子は 1 つC 権にガラ λ l A紙を 2 重に入

れたも ｣ 。出窓は級世草子、ガラ耳障子の Ｒｭｾ 童込。何れ

も外に粗い格子を打つ。
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ド駄箱及出窓o 書名c 天井はf宮中塗一枚板。

土問天井はｾ中塗 ｪ 産自板姑で斜になって居る。

償問天井との箇の稼K 大板猿売買滋の積りであった

上方図。: i >Hc哲きった。

上 右 玄 関 安 間 照 明 器 具

赤杉征、砂剣 りの障子紙貼。廊 F との境に短L 、暖簾を

釣る。

下 京 濁 酒

東と北。 1壁は腹を傍証依貼。



左上及右上 主主室

床と棚は平面計量; 。上不都合だが、古材。仕口を改め

られぬからとの辺はもとのままであるの但し棚C 上 。

慾は新しく設けた。丸;3: co左に瓦頭ロを作り、関口周

聞に湊紙を細 く貼り坊主倹を立てた。茶室と云ふが、

胞接室にも森ヲにも使ふから法に ｾｾＧｊ 泥しなかった。

右 中 水 屋

表千家流で設計した。 rぃ、腰tfi を貼り 7]<. 尾口を作っ

た。棚 ｬￆｾ 要板赤 Ｑ 会。卒紫 Ｗ Ｎｫ患を使はね ｅ 寺は左む戸袋か

ら戸が 2 枚出て悶ぢる。窓は紙ヵ・ラス 2 ]藍。

左 下 股 衣 霊

法作及建具主として赤診。目嬰傍征飯姑。皇室主苦漆E食後

勝。窓台下は外部より燃料J i l I I1: 俊ふ。

術浴室は古寺槽棋製。床白と背灰色モザイヅグ 9 イノレ

布紗。腰白タイ ノレ。径天井 7・ラユ 7' -。

便所は床中高白 9 イJ レ}ii J 間設色タイル。腹栂杢板絵

貼。号室賀漆喰鐙路。 7.ki5i:式。
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京 都 市 建 物 の 現 成

松 井 清 之 助

多数の木造家屋の密集々圏t.e擁してゐる京都市

は幸にも戟火の洗躍そ菟れたのでありますが、戦

前戦後t.e通じて木造主主物に劃する遁時適切な補 修

が施されなかったために、構造的な耐用年限が著

しく低下したととと想像されたので昨年夏、京都

府地震針策委員舎では、 京都大事建築襲毅室の協

力を得て府建築課々員、京穴建築接科筆生、市立

美工生徒等にまって市内の公共用木造建築物約五

0 0棟について耐震判定調査な管指したととろ、

調査建物五0 0棟の約四割は早急: に耐震補強そし

なければならぬ状態にまうることが明かとなったの

であります。 ぐ別表参照)

この結果から類推すれば木造の大規模建物、工

場や劇場、事校や浴場等も戦前から適切な維持管

理がなされてゐな治、ったので、恐らにこれと同d様

に早急: に耐震補強そ要するものが多数あるニとお

想像されるのであります。

又昨年十二月建設省建築研究所と協力し で市内

の住宅の年齢構成及損耗校況を各地直別に約一千

戸について調査したところ、次のことが明かとな

ったのであります。

( ー〕 構造的相違による耐周年限については四

O年乃至五O年と八O年乃至九O年の二つ

の山がある。

ぐ二〉 京都市の佳I宅の約一0 ・六% が構造的耐

周年限をすぎてゐる、 〈京都の住宅設二一

二、一三五戸( 昭和二十三年八月一日現在〉

従ってこれ等がやがて改築されねばふらぬ

ので潜在化した不足戸数として約二万戸あ

る。

〈三〉 京都の佳宅の年齢構成は'大正以前のもの

が 三0 %、大JE以降のものが七0 %であり

昭和初期に最大の建設量そ示してゐるから

二O年乃至三O年前から念激に建設された

ものの i手法的耐用年限を一際五O 年として

も今からこO年乃至三O年以内に改造せね

ばならぬ時期に達するものが多量にあるこ

とが強想され、しかも戟前戦後主主通じて適

切な維持管理がなされてゐないから此の時

期は史に短縮されて、地震、大風等による

災害時の損耗が憂慮される。

公 共 用 木 造 建 築 物 耐 震 判 定 調 査 概 要

名 ;僻 制査棟mt.

i前 官接‘ 判 定 結 梨:

備
弄Jr-

企き弘 tl C  D  

42 様 19 ( 0) 棟 3  ( 2) 棟 11 ( 1) 様 9  ( 4) 棟
J 内数字は府管建

'官 ｾ、 .  衛

( 16)  4 5 %( 5 6 %)  7. 1%く1 3 %) 26. 2% ( 6 % 21. 4% ( 25%)  造物の該賞数を示す

262 棟 100 35) 棟 50 く2 0 棟 57 ( 23) 棟 46 ( 0) 棟

数 育 施 設

"  (88. ) 38. 2%( 40%)  225%( 24%)  21. 7% ( 2 6 %)  1 7 6 % ( 10 %)  

187 棟 78 ( 24) 棟 32 ( 7) 様 40 ( 25) 棟 28 ( 8) 棟

厚 生 施 設

"  ( 64)  4 2 %( 37. 5%)  1 7 %0 1 %)  26%( 39%)  ＱＵＥ く ＱＲ Ｎ ｾＥ Ｉ

401 棟 197( 88〉94棟〉1| 94f 30J 棟
117 ( 40) . 棟 83、く21) 機

合 計

( 168)  I ω 0 %)1 1: 1%( 18  

1/ 

2荏%く29%) 1 7 %く13%)

A =完 全= 予想g 度目 =0. 2欄東地震桜皮の震度に耐え得るもの C ニ不完会= 予想震度のだ程度 に耐えうるもの

B=不完全= 予想震度のX 程度に耐えうるも o D =不完全= 予想震度の%程度に而ri えうるもの

言 本 調 査は京都府地震対策を民舎に於て京大建築皐教室。協力を得て本府建築課々員、京大建築科皐主主、

市立美ヱ生徒によってなされたものである。
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件。年八月一日現在の住宅調査の結果によれば、

京都市の住宅戸数は二一二、一三五戸、世帯数は

二五六、三六Oで一世帯に劃し一戸とすれば四四

、二二五戸の不足となります。

これに加へて構造的耐用年限そ経過してゐる 二

万戸の潜在化した不足戸撤去E合せると、約六回、

0 0 0戸の不足戸数となるわけであります。

この 首長な現吠にあって、われわれは今年に入っ

てから既に明石、能代、夕張の都市火災そ聞いて

おりますが、都市としての大きな災害の寛因は「

電策事故」ゃ「恒雄」ゃ「煙草の吸殻」にまうるの

ではなくて、都市在 !等成してゐる個々の建築物が

「木造」であるととにあります。

従って個々の木造建物ぞいち早く不燃性のもの

で耐震的にしない限り都市災害の嗣根i i ' 抱つこと

が出来ないのでb ります。しかし唯今の園吠から

は直ちに耐震耐火律築の早急: な主主設は堅実めないの

で、巴むそ得ヂ既存建築物群の耐震補強と緩燃化

が促進されなければならないので診ります。

京都府に於ては全閣に魁けて 「建築物防災判定

調査手数料保例」君主判定し、依頼ぞうけて手数料

を徴して地震、火災、風水雲雷等各種災害に劃す

る建築物の耐力の綜合判定調査を行ってたります

要補強個所の指示、補強方法、補強資材の優先

的、重県占的街l営を君主施して着々とその効そ牧めて

おりますが、亦、京都のこの調査が一つの契機と

もなって、金園的に防災調査が建攻省の指示によ

って行はれようとしており、更に公共事業として

公共建築物の防災補強も今年度から明園庫補助に

よって 'lsJj 面されるとととなったのであります。

かくの如〈建築物の防災について張力に施策が

賓施されて来たことはまことにカ強い限りであり

ます。

組ての災害は地震にしても、火災にしても、洪

水にしても、事前に災害殻防施設i i ' 整えて置くな

らば現在の日本の祉合経済紙況に於ても相常に災

害そ鞭減し得る筈であるのに、今迄は防災といふ

事業の地味な性質による のか離脱され過きて来た

のでありますが、国家財政の面からみても民生安

定の面からみても、災害復奮と同じ〈災害強防に

も努力者旨傾注し都市防災の完壁そ期さなければな

らないのであります。

京都府における

観光施設整備計画

長 津 忠 郎

( ー〉

観光事業v : t 施設から一

一昨年の貿易再開に引き綾いて、昨年β 、外国

人による日本司内短期観光放行が許可され、それ

と前後して、内閣に「観光事業群議合」が設けら

れ、閥際観光事業に針する政府の大きな関心が示

された。

観光事業は見えない轍出であり、また、園際親

善のための文化事業でもある 。このこと り敵前も

今日も費らない。しかし、外貨危獲得し、観光客

そして思う志おに放行せしの、充分に政情i i ' 満喫

せしめるためには、観光道路、宿泊施設その他の

観光局設が用意されなければ友らない。それぞ裏

〆づけるように、観光事業審 l議舎は観光施設計盤i i '

霊説している 。観光施設整備の必要性が強調され

るととは今日の観光事業のー特徴である。

鞍前においても、決して観光事業が鞭説された

わけではないが、今日程にその必要性が大きくと

り上けられなかった。新日本建設現光事業におい

て観光施設が重視されるのは何故であろうか。

一つには、戦争によって施設が破壕され、破壊

されないにしても荒麗したことによるが、な沿重

要なことは、その後において交通椴闘が非常に褒

謹したことヘ観光事業の重要性が、我閣の現段

階にたいて特に買ー創に認識されたに外ならない。

c=) 

京都市は京都府のみなら歩・我闘を代表す乏観光地

である。従って、京都府の観光施設そ考へる場合

に京都市が大き〈とり上け広れるのはー懸常然で

ある。然し、観光施設の琵遼は観光地の魅力右増

し、距離そ短縮する。もし、道路其他の施設が完

備されるならば、京都市右訪れる観光客は容易に

京都市外の観光地に足そ延 lますであろう。また市

外観光地右中心とする観光事業の珪展によってそ

の地方の築祭主主来すのみで交〈、京都市の観光事

業主主、更にその鉱がりと深さとを増すで言うろう。
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京都府の観光施設整備計査は、京都 市 及 び 天 の

橋 立、字治、笠置山、瑠腐漢 、保津 峡 等、京都府

の観光地に必要な道路、宿泊施咳文. 他; a 改良設 i蔵

し、更に隣接府鯨との蓮絡について計萱し、約一

五億固で、京都府及び京都市の協力により、本年

度以降五ク年で官現在計ろう という 様想である。

( 三〉

この計霊の 、上賀茂: : ; z ' J レフ 場、京都御苑は既に

首脳中でむり 、 また天の橋立、学治、 瑠 璃 渓、 保

津峡! 土いづれも京都府の公園 として施主中である

が、し かし、 こ の 全体の計訟を急: 速に賓現する必

要のまうる際に府市翠燭では到底不可能で、あれ園

家の助成が強く要撃 される。第一次大戦の後、欧

州復興のために、各園が観光事 業を大きく取り上

け、非常に大きな成功; aJ炊めた影に園家の大きな

カがまうったのでまうる。昨年敵州の四七 個 閣 の 代 表

者参加の下にノルウエーで開催された園際観光ゆ

関窪合の戦後第三回の純舎の席上で 観 光事 業投 資

に封する利潤につい七女 心よ 'j にー述べ られた。即

ち、 「天然資源に 憲 ま れ て い ない閣 も多額 の 外 貨

; a 牧得すること

は可能でおら。

即ち 、観光寺:業

京 都 制 線、大将場良線、金中越線、京都大阪線、! のサ{ ピス提供

によって他闘よ

保津侠ｾ先遣路 、 奈良彦線線、京都官庁線 、 天 ｦｦ I  りのｾ頻の支梯

立縦貫遺路、木津笠i l / : 月 淑線、f ! 陶南八回線、関 | ぞ受けるのでーあ

部土畑線、宇治川沿岸道路、声高野上賀茂線外京都 |  ろ。海外から莫

大 主査の 原料を

給t入 す る 必 要 は

ない、そして圏

内全般への利潤

は秘めて大きい

のである。観光

客消費の多〈の

部分がその閣の

諸 多 の 産 業 を 潤

す こ と廿確かで

京 都 府 に お け る 観 光 施 設 整 備 計 家

種 別 | 期 ] i O I 倒 F斤

扱うE 道 路 | 前 期 | 二 六 路 線

延長一0 二粁

後 期 | 二 四 路 線

延長ー四九粁

宿 泊 施 設 期

期

期

前

後

前

草E 光主主施設

後 期

百 足 丞 施 設

制

刑

期

期

期

前

後

前

後

史 E賢名A ¥'

天 然 紀 念 物

ケ 所

ー ケ 所 |

一 五 ケ 所 |

外に公衆便所 !  

展盟休憩合等

一 九 ケ 所

外に公害転便所

展箆休憩合ｾ

ー ケ 所

ー ケ 所

二 五 ケ 所

二 二 ケ 所

内 議ニ

ぉ ［ＱＱ 通外京都市内ｾＮ￭Ａち ｅ 整備

市内; 立路盤備

京都市、天橋v

京都市

上賀茂ゴ ルフ場、天橋i立、宇治、』封l tJ l 、国t J l、安

池各公園、 京都御苑、西京総運動場事さ脅君、比叡山

野管場

宣告陵山、耳寄稿渓各公園、洛下街競技場、大文字 IJI ロ

ルフ場 、 洗競馬場、花背愛箔 Ｑ キＭｾ号 、 震ケ州事現

直、桃山公開、嵐山舟 i!Il 湯、宇治釣1車場、資池公

間盤側比叡 Ｑ ＮＱＮ Ｑ ロツ ｉ ヂ、 ｊ ニ賀茂植物問、 ｪ［ｻ 宥 ｾｩ 略物侃 、

間山普幾堂、岡崎公舎堂、郷土聞書館、見本市合

官官

天橋立、比叡山ロー プウエ 【復旧

国山一月号策塚一清水- l ¥OJ 調 陀 峯

ニ僚妓外

仁和寺外
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註 前 期 昭 和 二 四 年 一 二 五 年 、 後 期 昭 和 二 六 年 一 二 八 年

言う る。 そ れゆ え

に 圏 全 体或 は 政

府が観光事業に

補助金者旨奥へ之

; a 援助すること

は充分理由のあ

ることである喝

」と。



日 本 平 和 郷 賓 池 公 閣 の 建 設 に 就 い て

我闘の現代は観光で茜け 、平和め設計戦後の日

本7 . e 観光事業で再建して行こうと、まともに素直

に解穫すべきである事は言うまで もない。

生活7 . e 科製するとか、科壊する心とか、そうし

た事が強調せられた時代が b った様に段々日本人

はとか〈 科接的訓練に猷け てゐる。例へば建築技

術に見ると、放館の設'計亡しでも従来の形式7 . e 盲

目的に踏襲するのみでなく、現代人の生活と旗行

とを些細に検討し科・製して採光、通風、美観、快

適などなそれ相踏に改め其の居室叉は部屋に入室

すれば満足できる設備ぞ持って放のつかれそ自然

に忘れる様設計7 . e 科書善的に心掛ける事が今後はー

屠六切でまうる。ホテルの設計にしても同僚で' a > る

欧米の様式に倣. っているから既に科感化されて居

るとばかり早合貼は禁物でまうる 。我閣の気候、風

土、環境7 . e 充分調べて設計しなくては買に科壊 し

たものではない。

例を宿泊施設にばかり取ったが、どの分野もそ

れぞれ科身長して建築業界の進展危なすべきでまうる

建築技術が真に科事化するなれば、必- r 文化事士養

老ど高める事7 . e 期し得られるので'，b る。

建築技術者各Ａなの金郎 が が ｉＧｾ する心で没言十施行

に常られるならば、日常撞性に流れてなかなか質

行の出来ない日本人の日常生活も自然に新しく環

境が改まれ建築技摘に依り推進せられること〉

信今る。

日本の現却す、科書基心涯養の最大の機舎である。

時勢の尖端7 . e 行〈ベき建築技術の意義が存するの

-eまうる。

ポツダム宣言主主履行宮る我閣の経済的設展の一

方策として、外貨の獲得は何時如何なる時代に於

ても最も緊要事であることは言そ侠たない。現夜

内に於ては悪性インフ ν ー シヨンを抑制し、外に

ー_._.・
Eコ

!百1 橋 正 典

於ては貿易の振ー輿観光事業の横充等に依り外貨獲

取するに非ヂば、この末世的危機に直面する我園

の立直 Pは極めて困難なる* - k . 態にある事は明白に

公知の事賓で・2うる。 この駄に' 首り、唯一の非戦災

都市京都がその有する園際観光都市 としての恵ま

れたる環境7 . e 技術的に活用 して 平和園家建設の一

翼そ荷はんとして 、 ｮｩｾｬ 戸京都市長は園家目的達成

のため一大奮起して大なる決意i l > 持って外貨獲得

を期し、市民の負権離減、税外牧入の公利を求め

全市民の要望に隠へんと日本平干日郷賓ク池公園建

設に立上 られたので主主敬 と敬服を惜まぬもので古う

る。我等も‘ 亦、英の: 虫旨に賛同しこ〉に園陸親替

を計り 、園際的文化施設伝完備披充し、以て京都

市そして賃金怠る観光都清 として の形態そ備へし

めんｾに一瞥の持者主致さん ことそ 念願したの であ

る。

想、ふに、京都市及び其の周謹 J ) 天息の美観は 、

既に外来客の親光慾7 . e 補足せ しむるに足 るもので

ある事は今夏i柴々と迷る迄もないが、然し今後の

建設事業は近代人の感究が静的美よ り動的笑への

探究に推ヲ しつ〉ある事涯に、建設に責任のある

‘ 技術者諸氏が修正 く認識 して事にあたられる事そ皇室

むω 従来の如く球主責任者叉は技術者a が十年一 日

否百年千年一日の i 日き静均且消極的建主事業方法

そ固執し漬ければ、忽にして時代の流潮より取Eき

される事は明白r . : < b る 。

現在の建設事業は少くとも、近代人の感覧にア

ッピ ー1しする内容な盛らなければならね。之な〈

して世界的水準l ' L 到達した事業と‘ しての資格はな

い。以上の如く近代杓進歩設展 I _O. 技術者の設計以

前に計書探究せられて始めて成立するものである

ま互に日本平 和ｾｾｾ宝ケ池公 園の施設計画ほ要な述

べ、技術者諸氏の御協力7 . e 乞う' * 第で言うる。
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日本平和郷寛池公園施設計画栂要

A 、数化施設

し動物園、動物牧容室 2、生態動物園

3、放養場 4、水族館 5、墜事館 6、自

然科書長館 7、博物飴 8、期土歴史館

9、市民館 10、剥製昆虫館 11、天文台

〈気象天文台、プラキタ リユーム ) 12、科

穆映古書館 13、林間態校

B 、体育運動施設

14、自由買場 15、トラックフィール F 、

市民運動場 16、野球場 17、自降車走路

相撲場、拳動場、蹴球場 18、テニスコ{

ト、パ v ーコ。ート、パスタヅトぷー J レコ ー

ト、ハンド ..d<- 1L- 、パドミントンコ一人

クロケット、ホースシューズ 19、ハイア

ラィ、ベビーゴルフ 20、見茸遊園 21、

馬場 22、水泳場、I ボート 23、カヌー、

和肱 24、体育館〈室内運動、卓球〉

C 、慰安娯繁施設

16 

25、遊歩道、野外キャンプ場、釣魚場

26、音柴堂、野外劇場 27、汽車、自動車

クープルカー 28、ロープクエ一、観覧車

29、飛行堵、メリーゴーラウンド、ペピー

パス 30、大山スペリ 31、ワ才ーターシ

ユート、ぶート、各種遊園施設、劇場、映

按 館 32、室内遊戯場、ダンスホール、ダ

ンシングルーム

D 、宿泊休養施攻

34、 ホ テ ル 旬 、 食 堂 36、キヤパ v 一、

グリル、キヤフエー、温泉、貰別荘、キャ

ンフ¥有料便所、化粧室 37、 買 居 句 、

休 養 園 旬 、 休 憩 所

E 、其の他施設

牧場( 牛、馬、豚、鶏、山羊、兎〉蜂間育

場、農園、温室 40、花壇、泉樹園〈梅林〉

41、展望台 42、観光案内所 43、預所、

便所等



観 光 京 都 の 古 建 築 案 内

村 - 国 治 郎

建策協会京都支部から本紙八月読京都版とする

ため表題のようなものを書けという御決額だが、

僅かの紙敢のうちに一体何が省けるのだるうかと

先- t . 頭; a i ' j : やまされずるそf与ない。 1 冊の本で

さえ、満足に説明しきれないほど多い古建築だか

ら、 2 頁に要約するととは不可能把と思う。それ

で表題の目的にかないそうえ工参考書をならべ立て

て、責任そはたしたととにしたい。

綜括的な案内書

京医電鎖がかつて出版した趣味の京駅叢誓廿、

戦後に京阪榊叢書と改題して再生して .to' り、どれ

も小冊子だが一寸おもしろい。そのうちに藤 原 義

一博士箸の「京の古建築」がある。それが自うまり

簡単で不満な人々にとっては、同じ著者の「京都

古主主築」がよかろう。目下のところ、これが最も

範園もひろく E つ詳しいかと思うが、古本でなく

ては入手できまい。戦後の出版では同じく 藤原氏

著の「京都の古建築J ( 京都叢書 1) がaうって、

前の本; a 要約したようなものだ。

以前の京都市観光課材、非常に立波な案内書; a出

版している 。昭和13年刊の「京都の古建築」、 同

16年刊の「京都史蹟古美術提要」、 同17年刊の「

京都古美術入門」そはしめ、緒醤 ・彫刻・庭園な

どの案内書は、いづれも潟真版本位のものだが、

随分よ〈努力して編集しである。? とだ惜しいのは

一般に販賢しないで、方々え寄婚し? とにとどまる

から 、市合議員などのととろえは配布するがほん

とうに欲しい人にけ、行きわたらない ことが多かっ

た. 之等の本lま京音f， O) 古本屋; a 少し熱心に さがせ

ば、手に入るのではないかと想像するが、それ程

努力して買う必要があるかどうかは疑問である 。

織道省縞の「日本案内記一近畿篇上J r . t 最近復

活したので、 1夜行今きの人々が是非 1 冊はもちた

いところ。同じ〈鱗・萱省編の「寺まいり J [""ni 申も

うで」の 2冊も、紳枇f殉簡をめぐるのによい乎び

きだったと忠ぅ。近頃重版l ，7と川勝弐編 「京都古

蹟行脚」も便利らしい。とれらの本は、建築のこ

まかい賠が書いてない依陥はまうっても 、建築以外

の諸美術品をひろく採り入れている離が参考にな

る。建築家はとかく建築にばかり偏しがちだが、

見獲に歩・くときは常に諾美術そあわせ見る ことそ

怠らないように注意したいものでまうる 。

その意味から京都市編の京都叢書中の、 J l[ 勝 政

太郎氏著「石造美術と京都J や重森三玲氏著 「京

の庭」が安僚だし手にも入りやすいから、一護さ

れてはどうかと考える。さらに詳しいものには重

森氏の「京都庭園の研究」ゃ川勝氏の 「京都石造

美術の研究」がまうるが、これは少し専門的になり

過ぎるかも知れない。

X  ×  ×  ×  

言うまでもないが、京都の古建築の 1 部分はた

いていの建築史の本には書いであり、別して天沼

俊一博士著「日本建築史要J [ " " 日本古建築提要J

; a はじめ、篤買. 本位の「日本建努史園録J 6 冊や

先生の「成盆楳随筆. J LE ・捜 ・続々の 3 舶などが

参考になる場合が多いから、 1 度はさがして見る

必要がある。

特殊な書物

しかし正直がところ、上のような綜合的な案内

蓄 は、 1 つ 1つの記述がどうしても簡主主であるか
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ち、初歩の人には遁常かも知れないが、少し進ん

売人にとっては甚だ物足りなく感じられて< ｾｯＮ＠

従つでもっと詳しい案内書が欲しいのだが、どう

もそんな著書は殆んど出版されていない。正確に

言えばすペての寺や紳駐その他の根本的な研究調

査が、ま7さ十分出来上っていない猷賠もあるのだ

が、同時に今の日本人の経済的能力では、侵りに

そんな詳しい案内書または研究書が出版されたに

しても、果して何冊資れるかが疑問で・あろうから

昏庄が出版しようとしないのも事貨でa > る。

結局現世では甚だ不満ながら、幸にもかつて出

版された特殊な出版物で、営分がまんせぎるそ得

まい。ところが特殊な出版物というものは、飛び

ぬけた良書があると同時に、それよりーそう多く

の、どうにもならぬ愚響の存在に困ちされる。と

くに戦後の出版物は、紙質や篤. i I t 版がます下いばか

りでなく、内容までガタ落ちのが大部分である。

そうした中で栢山敏男博士・森暢氏共著の「平

等院圃鑑J は、鳳風堂ぞ扱つ? と本としていかにも

ふさわしく、戦後の再版本までが見事なできばえ

である。篤ｾ版めよいのは戟前の銅版［￦利用した

結果で喜うるにしても、とにか〈京都観光の標準的

な良舎であり、主要な榊祉や寺院にそれぞれ、こ

れ{ 立の篤虞版と内容との本ができ土らなくては、

観光都市だなぎと口はばたいことは言えないので

はないか。

観光の目標で編集したものではないが、北尾春

道氏編「園寅喜: 院圃受J 13僚の中には、多くの京

都の建築が含められていて、勉強家は是非 1 度見

る必要がある。同じ〈主主森三玲氏編の「日本庭園

史図鑑」にも、京都の名園がすべて牧めちれてお

るので、これまた熱心家の見のがしてはならない

本だと思う。建築と庭園とは別々のもので友し

亀墨

一体として観賞すべきであるにも拘わら歩、建築

家はとかく建築ばかりに重貼をj ; ; - きすぎる傾向が

あるのはお互ひに反省したい。

京都の古建築のう ちで最も 多 〈本になっている

一つは桂離宮把ろう。中でも一番手ごろの室内書

は津島英太郎氏著の「桂御山荘」であって 、高桑

・岡本南氏の「桂山荘」は「修察院離宮」ととも

に、何といっても職後の出版でSうることが争えな

い内容官。津島君の「ニ僚按」もよい本でSうる。

ただ篤ｾや園面ぞ見るだけならば、少 ， ｌ，し古いけれ

E も、川上邦義氏編の「桂離宮J 1" 二披離 宮J 1" 

仙洞御所. イ修彦襲院離宮」と題する 3大骨冊骨t材ゴ、見ご7たと

え1カ〉宅するカか、と

寺では、かつて天沼博士が徳雲という雑誌に舎

かれたのを、後吹二抜刷合本として 2 僚の本とせら

れた「正法山妙心寺」に及ぶものはない。しかし

これはちょっと入手できまい。昭和 9 年に出版さ

れた「東寺の研究」はA 5 版の絵り厚くない本fさ

が、いろいろの方面から諸撃者が、建築・彫刻な

どあらゆる美術品を記している貼が特色である。

欲ぞいえ ば、東寺ほ r 美術品の ゆたかな大寺で、

こんな小冊子では少々なきけないけれe ｾｯ＠

茶室めぐりには、岡田孝男氏著の「近畿茶室行

脚」が君事買. も多〈て初撃者に便利で言うる。服部勝

吉氏著の「茶室抄・上」は東求堂・高台寺傘亭と

時雨亭・玉林院蓑庵そかなり詳しく説明している

戦前出版された彰園祉の「日本建築」には、多〈

の茶席が見事な潟真で示されているから一見の債

値はある。佐々木・岡本南氏の「茶室吉選」はま

だ東本願寺・西本願寺・金閣と裏千家・桧花堂の

2 冊しか見ないが、こんなのそ見ているともっと

堂々とした茶室の案内書が、もう出版されてもよ

さそうなもの芦と、つくづ〈忠わぎるそ得ない。

龍

協麗鰐監謹優磁察審語鰻極観蝿

家具・窓掛・ずエキチア ン・プラインド・敷物・

電灯恭兵・金腐食恭・室内装締役計施工・草橋内

部装備投計施工・偲柏内館装飾・遺作・設計・施

工・ l苫鋪改装・住宅改造設計泌エ
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桂 宮離

最近桂離宮について一般人の関心がとみに高ま

って来? とように思はれる。時 k 頼まれて案内役そ

っとめるが、従来のようにいわゆる偉い人ゃ特別

な人々ではなくて、普通の民間の人 k が多〈、そ

れに趣味や智識も 2うって色 k <だけ? と質問も出て

説明していても何となくのんびりとしセ柴しい策

分がある。この寄託分が自分そしてここに桂離宮そ

害: かせることになったE次第でるる。

桂離宮は豊臣秀吉が一品式部卿智仁親主の別荘

として遁告ましたと傍へられるのであるが、動機材

それとしても現在の離宮には秀者時代のものは少

くとも建築には認められない。

長経九モ二町程の不規則な匝謹形の敷地の北寄

りに書院があれその前方に池や築山や石組; a . 以

てする林泉がひろがり、池そめぐり 71 < に臨み、山

に侮って茶亭式の風流な建物が貼在している。そ

の浩瞥年代については故襟島英太郎氏の説による

と、初代親王の慶長末年から寛永のはじめ頃にか

けて第一期の工事が行はれ、次代の智忠、親王の寛

4永の中頃から末年の頃にかけて第二期工事が出来

たものと云材、れている。賓際の建物についてこれ

ぞ観察すると、書院の一部古書院; a. 名付ける部分

が鹿長で、中書院と茶亭の月波模がこれに近く、

新書院と茶亭松琴亭・賞花亨・笑意軒等は第二期

σ〉作と考~られる。

藤 原 義

林泉( . t / ] 、姻遠州作と侮へらすい e混州好みの特色

は所々に認められるとのこどであるが、確2まなこ

とは判らぬらしいまた月波棋の額に松花主主の署

名のあるところより松花堂が多分関係したことも

想像は出来る。以下それ等の建物そ中心として大

体の解説そ行うとととする。

害現

屋棋は主として入母屋造、槍皮; a . 以て葺かれ、

東から古書院に中書院が綾き 、築器の閉そ挟んで・

新書院と少し後寄りに西方へI順次接捜している。

美しい苔庭の聞に敷かれた真の石墨と稿する敷石

そ踏んで- 先づ古書院の玄関に至る 。上り口は地上

より可なり高くなっていて 、石段が四段、その上

に沓股石が置かれ、それは長方形の大きな花嵐岩

の前方の一角が少し鈍角をなしていて、沓; a . ぬい

で上るのに都合のよいように作られ、さり けな〈

深い配慮の一端が先づ示されでいる。これ岩上る

と入側に結うて鎚の間・二の聞があり、この聞の

西が主座敷でそこにー聞の床があれその後ろ、

鑓の聞の西にあたって炉の聞が設けられている。

何度見ても見直うかぬのはこの古書院で、簡潔で・明

快で、住宅建築の良さをしみじみと味ははされる

桂は栂材らししその他これと云う値打ちのあり

そうな木材も用はれていない。簡単な竿ぶち天井

が張られているだけで長押一つ打たれていない。
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二の聞と主座費との聞には鴨居と天弁との間ぎ

ｐ ぎりーぱいにオサ欄間 ｾ｡ うけ、またこの聞の前

面蹟橡との境にも天井までーぱいの大きな雲障子

欄聞が設けられている。この庚橡との境には宇聞

の明障子が四枚立となれその中央の二枚分と同

じ幅で・雲障子が二枚はめられているのでるるが、

上下同じ式の簡寧な棲を組んだ障子で、これそ閉

ぎして室内に座して眺めると、鴨居を隔てて上下

同じ式の障子がくっきりと内外の明暗ぞ劃し、ま

たこれを聞けると深い軒箱の下に美しい林泉が展

撃される。何十回来てもこの室のこの障子と欄聞

は美し〈築しし飽〈ことそ知らない最も好きな

ととろである。

炉の聞には昼牛墨より少し大きい伎の炉が設け

られている。ニ訟 は媛そd ! る場所であり、叉湯. : a

沸かしたり、一寸した煮物くらいはしたところで

、昔の住宅には こんな炉が居間や台所など所 k に

設けられていた事は古い緒審物などには屡 k 見る

が、現変に母っているものは甚だ少い。炉の上方

の天井には宰策や煙技きの設備も行はれている。

この閣の前の庚橡の前には箕子張りの露合が突

出して設けられている。月見台と呼ばれているが

月見にはさぞよいであろうと想像出来る。初代の

智仁親王が歌人でi T t 文人であり趣味深い方であ

ったと傍へられるが、古書院の建築にその事がう

少がはれる。

中書院は古書院より床が一段高〈なっている。

平面はT つ同形の土日くになり、西北隅に主座敷、

その南にごの問、その東に三の聞が並び、三の聞

には簡素な床が設 けられ、その後ろは元は7K星に

でもなっていたらしく、多少茶室的な設いも見ら

れる。主座敷には床はなくて達制が一つあり、そ

の袋棚の棚板が奥でいくらか低〈なっているとこ

ろや、四枚の小襖の中央二枚が帳台 鰐の撲のよう

に奥の議に俵められて 、左右の小襖の後ろに引き

あけられるようになっているのが非常に珍らしい

ように一般に去はれているのであるが、 それほ ど

深い配慮がaうったかどうかは援問である。

併しこの中審院になると建築はやや入念になり

長押も打たれ、 JK墨績の立波な襖もはめられ、床

拡簡素であるが脇にちん〈ヤりがあけられ、古書
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院に比べてさすがに奥座敷の貫録そ見せているが

らんまの b きが少し低〈なり、その外方に打った

蓮子も重厚さそカ日へ、すべての手法や感亮に古、書

院より幾らかの年数の今れのあることが感じられ

る。それは桃山時代と江戸時代と云うような時代

的立に様式の隔たりではなく、云いかへれば第一期

工事と第二期工事との発ではなく、古書院と同じ

第一期に、前者よりいくらか年教を置いて造られ

たもの、と考へられる。

控 除 宮 議 院 幾 器 の 附 前 面 政後 Zコ腐を中心として

右方議行苔段、定方中書院の一部を示す。

ヲヂ〈は柴器の聞を経 て新書 院に移るのであおが、

との築器の聞のi T7とりがtぎに興味津 -"7とるところ

である。築器の聞と去はれるのは三塁敷ばかりの

小さな部屋で、室内には奥の方の壁の高いととろ

に長方形の小苫な窓がた7さ一つあるきりで、聾で

もうすl暗〈、そして奥行の方に沿うて主遣い床のよ

うな場所が一つ設けられている。

この部屋の南側と珂側の二方に折れて障を核が遁

られ、西の蹟像の噌器の聞の床 と背合ぜの位置に

監を濃く事| つ込まぜて、地板の高さ一尺三寸寸- ばゐ

りの床のような場所が i設安けられてい z不、。

この庚除の曲 P角の部分は 、深り、お となり、中

書院と新書院の橡側i : : 雨翼 として、前方に買い芝

生そ置いて背景の林泉を見晴らす展撃の; 焦賄であ

り、桂離宮書院の最も重要なキイホ・インとも云う

べきところでまうる。そしてとの場所は唯だ展墜の

ためと云うのではなくて、色々な催しものや停統

的な遊戯などそ行う意味をもった所であるらしい

草原で舞業主t 催したり角力を取ったりするのぞ見

物する棲敷となることもあれまたここで琴や琵

琶そ弾じたり、飴ーを吹いたり、時には簡単な能〈・



らいもやったであろう。これは丁度卒安朝の寝殿

造の渡殿で行tまれた色々の遊戯ゃ音讃の催ほしの

場合に言うではまる。

うつ段物語に「いまはなが雨がちなれしづや

かにふりつくらす日、ほととぎすかすかになきわ

たれれ月ほのかに見えたり。三ととろながら、

しづかにひきまうはせ 給へるいとおもしろ〈、とな

たかなたの人はいづみどのにいててきく」

枕草子に「みなみのゐんに3訟はしますこる、西

の封に殿のおぽしま すかたに、宮もおはしませば

袋殿にあつまりゐて 、さうぎ うしければふれあそ

びそし、わたどのにあつまり、ゐなどした るに・

..j などと記されて いるように 、寝殿造の寝殿や

封屋や泉殿などを結ぶ渡殿で遊戯をしたり音紫合

奏などをした頃の名残りそ停える場所である。初

代親王が卒安将l文接や歌に御興味が深かった こと

と併せ考へれば富然 このとと は想像出来るであろ

う。そして音柴演奏の ときには楽器をおく場所が

必要で、ことの腰掛 と稽される床のような ところ

は即ち祭器の置場所 と云 うこと になる 。同時に築

器の聞と呼ばれる薄暗い小室は演奏者の控室、云

い換れば事長屋であって、そこに設け られた床様の

場所も楽器などそ置くところと云うことになる。

新書院に至る と、 建築の感じが古書院や中書 院

とすっかり異り、色々華やかにまた軍厚さを加へ

てくる。雨皮桂も杉の磨丸太J i ' 以てする長押も、

水仙の長押金兵も、襖引手金具も意匠がこらされ

風流が示されている。特にその主室には上段が設

けられ、i反手な附暫院と これに練いて二方に折れ

曲って飾りつけられた違棚があれ これは世に桂

棚 と呼ばれる凝った美事な棚で 、ま? と天5月ーち この

部分は特に格天井とされている。

ここに注目される のは上段に附書院 と違棚 とが

直接につながって設けられていることで、このよ

うな様式付初期書院生、即ち室町以前の建築に一

般的に見られる現象で、後期のものには稀に見る

様式である。この上段は号昼間の場所として官用的

に殺けら れた所でまう り、その結果責用的であった

古い時代の様式が自ら採用されているのであって

時代は新しくなっても、賞用である限り自ら本来

の形が出現すると云う 建築の一般原則 がここに示

されているので言うる。

上段の次にこの間がるれその境に設けられた

鴨居上の欄聞は月字崩 しの欄聞 として世に名高い

上段聞の背後防御療の聞で、セこには蚊恨の 吊

金具がi D T、室の→隅には御患の節に大切 な品 そ

しまってお かれるた又の斜ゐに作られた袋棚が設

けられている。その左隣りはお化粧の問で、こと

にもとまごまと 意匠そこら せた違測が設けら れ、

それから奥に手洗、師、 浴室が紋き 、御疫の聞の

右方に隣ってけ納戸や衣文棚や大購樹 など も設備

され、 首時の上流o賓際生活の; 欣態が眼のあたり

に示されて いる。そ してこの新彩院が第二期工事

に成ったも ので b ることも、中議: 院や古醤院と比

べ ることによ ってはっきり判る仰でb る。

林泉の事

再び元の玄ｦｓ ｾ へ 反って多くは庭園 に出 る 。最も近

くに月波模が i bT 、柿茸に太竹板、篠竹吹容の小

舞の屋根裏. : a 見せ、杉の而皮桂や皮附自然木の桂

や桁や椋束に風流な苦: 匠がこらされ、開け放しの

入口そ入った所の土閣の片脇には板聞があり 、炉

が浩られ、水屋の設備や袋; 湖付加盟や下地窓な ど

に茶室としての色々趣き深い意匠が巧みに試み ら

月主主主島 前 面J

れてあり、土閉そ二方に困って部屋が三つ、その

一つには床と附書院主滑り 、次の室l才、精々 庚 く外

方に狭い箕子橡 と簡単な乎揺が設けられている が

ここに座して前方hこひろがる林泉や桧琴亭な どの

亭.t.e見渡す風畏は1¥[ に美しい。ここの後引手も凝

っ た も の で あ れ そ の 引手の 休置が隣室に面する

方と寓さそ異にしていて何祭な い所にも 細かい配

慮、の行はれていることが示されている。デた椛j聞

の意匠にも甚だしゃれた良きものがある。
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月波棋はこ h の庭園中で最も古い亭でまう れ 初

期工事の終り頃に出来たものと考へられる。

決に庭池の東岸のほ とり主主廻って桧琴亭の方に

向う 。途中蘇織の生えている蘇錦山のほとりに待

合があり、桝形の手水石や砂便所があり、飛石傍

いに横道ｾ少し上って日形の眼掛のある亭に憩い

下って石揺を渡れば松琴亭である。深い痛を さし

松琴亭の間側面。

ｾＺ［ｴ 亭へ上る念特 ｐ 眺めたと ζ ろ。

松 琴 喜E 内 部

かけた入母屋遺茅葺の美しい亭で、府から障子. t . e

聞けて座敷ｾ見れば、襖や壁の大柄な ｩ 辰乎な而も

落ちついた育と薄鼠の市松模様が得も云はれぬ筆

やかな委主閣朱ｾ謀はせている。

R誌の鴨居上の可なり買い壁面の下の方にー穫の

ひょうたん形の下地窓をトぶクたようにまうけてい

るのも甚だよく利いていて感心させられる。

奥の一隅に八窓の席と名付ける茶室もあれや

お混み入った感はあるが名席 として教へられるも
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のである。後方の部分は後世の附加であり、窮屈

な中庭があったり、茅葺の後ろに楼瓦葺の屋根が

不自然に縮めついていたりして最初の形態そ多少

損じているところは惜しまれる。

更に池のほとりを廻り飛石ｾ踏んで山道を 上っ

て行くと 賞花亭 と名付ける小亭の前に至る。

桁行ご問、梁 間一間牟の切妻遣の茅葺で、南脇

と臭化宇開通りのユカｾ法って墨ｾ敷き、前面の

中央一間四方を土聞として漆喰叩地に赤育黄色の

小石ぞ以て花文主主散らし、イ彦事院離宮の隣雲亭の

府土聞にも見之美しい文擦が造り出されている。

土聞の一間に炉が築かれ、ユカの背後には壁か

ら灘〈外方に造り出して棚や出窓、が設けられ、全

体化粧屋根裏の後ろから半間入った片寄った位置

に椋木が通り、竹の径やノj 、舞を配布し、左方の壁

は一枚の大壁として棟木下の桂も束も見せ歩、そ

の壁裾 の前寄 りに 横に細長 い下地窓ｾーづ聞けた

きり、まだ右方の壁面には棟木下に自然木偽証左

見せ、桂から後の壁には大きな下地窓ｾ開け、控

から前には軒桁に掛けて自然木の梁ｾわたし、梁

上は壁とし 、梁下は全部開放している。その構造

も平面の取扱いも極めて自由で自然で野趣に満ち

味はい深〈、前面の軒桁には龍田屋と染めた暖簾

ｾ掛けて秋の紅葉ｾ賞すとの事でま ｢ るが、自分は

この亭が一番好きで-あ る。との辺り道のほとりに

埜煙筒と呼ばれるI} 、さな石康簡の言うるのも興味を

ひく。

山君主下って御持偽堂、園林堂のほ とりをすぎ、

西の方に廻って行くと笑意軒がある。茅葺麗根の

可なり大き な亭である。深い士痛に飛石の配置が

面白しその鴨居上憂さ二聞の買い壁面の裾に六

つの固い下地窓が園い抱1 : J そ並ぺたようにー列に

並んでいるのは置に面白く気が利いている。内部

の中央部に四畢と六昼と十昼の三室が設けられ、

それが一つの竿橡天井治共有して、室境には竹節

欄聞から密化した面白い欄間. : 2 : ' 設けている。この

ように風流な策の利いた茶亭風の建物でありなが

ら、右方の萎む廻って見る し そ と に は萎軒の下

に簡単な橡が設け られ、一寸見たところ普通の田

舎家の橡先そ想、はせるような質朴な祭分が漂うて

いる。その自由さと費化のある取扱いは、金〈底

知れぬ建築意匠の妙味ぞ感じさせるものである。



重

Eヨ

皐孟 物 移 鴇 工 法 の 一 考 察

京 都 市 格 致 小 亭 校 屋 内 体 操 場 移 轄 の 場 合 一 一

京 都 市 土 木 馬 営 繕 課

鎮筋コンクリート造建物7 . e 移簿する施工方法は

一般に下記の三方式に大別して考へられる。

( ム〉 建物の嘗位置及新付置に至る聞の地盤7 . e

建物 〈基礎共) 7 . e 水平に移動出来得る範囲そ基

礎下部まで綿掘りにして移縛する。

( B )  奮建物の基礎部分の土7 . e 取除き基礎下端

7 . e 地盤面上迄建物全体7 . e 浮かし新{ す. 置迄移縛す

る。

( C)  奮建物の地下の基礎部分と桂、壁体部分

とそ切断して切断部以上そ少し・浮かし移縛する

本移簿工事には下記の猷況に依り ( B ) と( C ) と

の併用せる方法主主採用した。

一、移縛する距離と方向を勘案して ( A ) と( B )

との工費7. e比較 して ( B) が少し低債で言うるこ と

二、建物の等遣に於て建物平面の約弛の部分が

地階倉庫であれその部分と他の基礎との差が

約 6 尺あることにより ( A) が不可能なること。

三、制記倉庫の桂及壁7.e ( C ) の方法に依り其の

他は ( B) の方法とした.

四、倉庫以外の部分そ ( C ) の方法ぞ採.らなかっ

たのは切断して新に基礎を設計する工費と浮き

上け高さを多くする工費との比絞は ( B ) の方が

低債であること。

以上の見地より以下京都市格致小事校屋内体操

場稀鱒工事の概要ぞ御紹介する。

機材ー覧

移轄建物規模、構造

壁 体 銀 筋 コン ク リ ー ト 謹 厚 さ 約 5 寸

ノj 、屋木造洋小屋組

屋 根 菱 形 ス v ート 葺

天jj 木造格天井

軒高 18.00 尺

梁 間 6. 93 間

桁 行 11. 715 間

建築面積 81. 20坪 地 階( 倉庫) 27. 10坪

建築物重量 12伽 n

F  
.s ｾ＠ )1‘ 

I  I  

4 もon ジ ヤ ツ キ 首 上 12 cm 68ー
」ロa、

内 4 台材、数備沼

鱒 コ
ロ 経 1 / . / 長サ 12/./ 324-ー 本

，伏 鎖 板 P 6mrn30crn x  91c田 J 62- 枚

ヲ - 1 ヤ ー ロ ー -j' 4 分 36ルー 尺

ヲ 4 ヤ ー ロ ー 7. 3 分 72(). ー 尺

手各ウインチ 〈カグラ〉
3 - 」ロA  

補 P昼 材 〈主なるもの〉

添、 桁 松36尺 1. 尺 x 0 5
20ー了

梁 丸 太 檎 40- 50尺 末 口 6寸 15ー H  

Aξ 

一
J !， ト 19 mm o  約 60一 本

ブ
l ノ

ー
ト p6 mm 1. 4尺 xO. 2尺 約 60ー 枚

0 内 体 操 場

移轄配置闘

L 」 - 改 築 建 物

: s 嚇建物

一 旧 位 低

iミご三フI Ｑ ＱＧｾ将 ｩ 建物
レ........-..........1 一 新 位 慌
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費働人員及回数

上 け 前 準 備 60ー 人 1 日平均

上 k予 前 45ー
i j  / /  

曳 家 109. 50 
l j  i j  

掘 方 40 - ' /  ' /  

計 25450 人

外に基礎掘方及研工業他雑人夫を除く

工事ちを工l願手五分類

1 移時準! 哲工事

2 上グ前準備工事

3 上グ前工事

4 曳家工事 ( 移時工事〉

5 据前工事

6 据付工 事

7 機械取外し

施工の椴要

1、四時中心軸算定

屋 内 体 操 湯

在来東西の向きの屋内体操場そ現在の如き南北

の向きに移縛するものにして距離に於ては在来

の位置と現在建物とのコ慰問最大距離及最小距

離を約i G尺、41尺移動聞せたのでるって、その

移動に伴λ 進行路の最大距難「手傘ワインチ(

カグラ〉の[ すー置及田博中心によって具る J 約88

尺であった。

f多簿する回得中心軸そ二ク所とした理由ば本建

物の位置は配置園に記さ，れている様に西側道路

と校庭との差が良i1.2
m

h り街道路が隣接してゐ

て建物の回簿ずる軸を 1 ク所にして行ふ時は建

物が道路上に完全にはぷ出すことになり長時日

正旨要する。本工事には不可能なる故奮位置と新
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位置の閉そ45度宛回縛して

2 人 30 日間 道路に支障なき様四時軸そ

4.5 i j  

5.4 i j  

2  '/ 

10 ク

2 ク所に算定し? と.

20 // 

2、移轄準備工事

先づ新位置の水盛遁形そ出

20 i j  

し在来雨天体操場附属控室

80 日間 ぐ銭筋コンクリート謹〉及

木造床を撤去し軒打及周圏

土間コンクリート段ち基礎周圏土砂内外共約三

尺巾にて葎地盤より深さ約 3 尺蓄基礎栗石下端

が全く露出する迄掘り下け盛土は一時周閣に盛

り上けた後内部の土のみ夜来地下室の底部に埋

戻し内部の珍時機具配置に便なる様にI O ' & 分し外

部の土は上け前に伴ふ曹基礎の宰所に埋戻すた

めそのま h にして置いた。

西方在来附局地階部分の壁休材、東側基礎コンク

リート底部の高さにて水平に祈り足固めをなし

ジャッキにて建物T.e支持した後切断し? と。

露出した基礎T.e検査して新基礎と奮基礎との聞

に流しモルタル厚さ 2 寸の余地そ見て新位. 置の

基礎抱方をどなし充分栗石T.e;j'，島固め た後新巻礎の

コンクリートを打終った 0 ・

3、上11前準備工事

足固めとして長さ 6 間巾 1 尺厚 5 寸の松材をも

って梁問、桁行に内外壁に市ひ九そ哲地盤より

約 1尺 5 寸床下換寄託孔上部に水平に架渡し預め

壁体そ祈った. > . 1 ' - ルト穴に経 6 分長さ 2 尺の$' :

- J レトを通し内外に巾 2 寸厚さ 3 分フ・ ν ートで

. 以って累結し足聞を堅固に取付け次に建物の床

下換焦孔及その高さにて約 1 尺 5 寸角に壁体T.e

待作戸建築@ ) 金物

問，-;: J.01臨ドアサlシ月二

ι 禦アも' 工場、 制 、ガレ { ジC 扉に

旦夕、嵩1m!' 御使用をι郡 昭Jふり

ｾＯＺ，、 千t 遊里子金物株式曾社

､ 邑 ｲｮｾ ポ Z 岡谷議蒜曾註

も こd も 恕 大 同 鐘 這 株 式 曾 社
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祈り取りその開孔部に桁行 6 ク所南側にて12ク

所梁間 5 ク所に末口 6 寸長さ 40- 50尺の槍丸太

を挿入し内部の十字ク所は番線 ヲ4 ヤ{ ロー プ

にて累結し外部の足間めとの交叉する部分はプ

v ート及 U 字形ぶ- } レトにて累結し上けe前に依

る平面形の歪みそ防止した。

建物の大な る関 口部分即 ち正面入口及演壇後部

の壁休及基礎は足固めの添桁よ りヲ イヤーロー

フ・及錨鎖にて支持 し地下室入口脇の壁体分離個

所は前に述ペ? と足固めより緊結維持した。つい

で各隅及桁行12ク所梁間 5 ク所に床下換策孔 及

関口部に長さ 1 間 4 寸 5 分角の菓材主主掛梁とし

て通し足固めの下端に添へ梁南端下部より末口

3 寸の杉" A . 太: a 方杖とし窓鴨居迄架けジャッキ

に依る下け前の補強、とし梁雨端下部に64クのジ

ャッキ: a 添へる。

4、上げ前工事

4_ 5人が内外に別れ配置したジャッキそ水準器

にて建物の大体の平均: a 保ちつ h 順衣廻しクヤ

ツキの最昇限度に達すればそのジャッキに添は

して他の設備のジャッ キを竪木の枕木に美加へ

て一段 と高〈据へる。上ゆ前肢斯様にしてジ ャ

ッキ: a 取換へながら 建物の奉礎下端をと地盤迄持

上けたのである。

1 日平均 5 人で昇度防約 2 寸 5 分- 3 寸程度で

この工事に於ては約 3 尺建物そ持上けたので10

日聞を要 した。

5、奥家工事ぐ移時工事〕

醤位置の建物の或るー貼と新位置のその賠: a 結

ぶ直線の垂直 2 等分線の交駐がその移時中心と

なるのであるが本工事に於ては第一期改築絞舎

及西側の樹木等が障害物となりー黙の廻時中心

では移蒔不可能であった。

故に移蒔に伴ふ新基礎と移湾建物基礎との交貼

とその南端迄の距離が等しくなる東側の交鮎ぞ

第 2 回の移薄中心となしその佼置に移動できる

建物の西牟分の中心そ第一回の田博中心とした

その中心より各支持ジャッキ; a . 結ぶ放射線上に

合致する如くジャッキ下の銀製 コロ の方向; a . 定

め? と宵 コ百 雨接面には銭板そ入れた。図示の如

〈木製手巻クインチ〈カグラ) ;a. 3基据へ付け

延 360 尺の 4分ヲ 4 ヤー、 約 720 尺の 3分ヲ 4
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ヤーで以うて出来るだけ長〈使用じ 1本のワイ

ヤーロー プで 2.- 3 ク所 在引廻す様圃示の如〈

滑 車;a. 配置 した。進行に従いコ甘の方向が費化

するので内外共に 4 _ 5 人が玄能で順女コ p の

方向を移動中心との放射線上にある如〈方向を

嬰へ進行路の敷板を費へ手各ク インチ 〈カ グラ〕

; a . 省いて移簿した。カグラ 左越き綾けて ゐる聞

は直線進行の時は 1分間に約 1 - 2 尺であるが

引廻し田博の場合は2 5 - 3 寸である。

然し準備切換等に忠はぬ手閉そ要したので此等

を考慮、に入れると平均速度は 1 分間に 2 分程度

である。本工事に於ては最大 6 尺である。

以上は第 1 田中心に依る曳家であるが先づ述べ

た仕置に普選礎と新基礎の交貼が合致した後手

袋ウインチ〈カグラ 〉主主園示の如く据へかへ そ

の交貼の コロ 在外し回簿軸とし第 1 固と同様に

建物主主引廻し所定の位置におさめた。

6、据前工事

第 2 回の移時中心に よって所定の位置におさめ

たのであるが約 2 寸角に総体に偏してゐ? とので

南側壁体より方杖主主立てて南側のジャッキより

降し始めて順次北のジャッキそ下しつ‘ 位置の

狂いそ修正した。

7、据付工事

建物の支持ジャッキはそのま訟にして予め築造

した新去礎 コンクリ ートの上 より旧基礎の内外

に懐枠主主賞てモ ルタ J しそ挿入した。

8、機具取外し

コ ンク リ戸 トの硬化を 7 日間待ちてジャッキ在

外し内外の機具及俵枠; a . 取外し基礎周囲主主埋戻

し?と。

以上で移時工事は完全に終了したのでまうる。

9、移鴇工事の結果

E多事事建物の地階部; a . 他の基礎の底の高さで切断

して移縛したため、壁体部分が他の部分より弱

い? とめ、上け前及曳家工事に際し、窓、及出入口

下部介の壁の強務コンクリート遁壁に一昔E帝国い

色裂を見受けられた。其他の織筋 コンクリート

造主体及木造小屋組には構造に異枇は認められ

なかった。

屋根ス v ート葺は殆 P破損せ今、外装モルタ J レ

塗は前記の亀裂以外は異献はなかった。内装プ

ラスター 塗は全般にわたって細いひび割れが出

来たため、 上塗り替えをなした。 以 土
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京 都 市 格 致 小 皐 校 改 築 工 事 説 明 書

A  華文室改築工事。都

華文室及各室 木造瓦葦 2 階建 1 棟

1 階 床 面積 1024 ・92m2

2 階床面積 1018 ・44m2

B  在来屋 内体主要場移車事模様替工事。部

内 部 仕 上

場 所 |

床

室 名

腰

餓筋コ ンク リート造スレート主主卒家建 1 椋

建築面積 268 ・-38 m2

C  便所、恭兵庫、屋肉体操易附属廊下改築工事の都

木建瓦主草卒家建 4 棟

延 面 積
177 ・60m宝

墜 天 弁

玄 関 モ Jレ !J. }レ塗 ベ = ヤ 右E 張 民 壁 漆 喰 塗 テツ グ ス張

数室及管理室 主臣 張 初 日 板 張 会 上 会 上

使 了 室 (連板星 蛮放C 上き

壁
会 上 緯 縁 天 井

喰 塗

宿 直 重邑 会 上 全 上 会 上 会 上

湯 沸 場 モ Jレ !J. � ｾ 量 幸司 目 板 援 会 上
テ ツ グ 1 張

更 衣 室 板 張 会 上 会 上 全 上

階 段 室2 会 上 会 上 全 上 会 上

職 員 便 所 :f:: } v  !J. }レ塗 モ ル 3<ル 塗 会 上 全 上

廊下 〈一階〉 会 よ ヨヨ 目 板 張 会 上 全 上

会上 〈二階〉 板 !* 会

外部 仕 上 1 階 及 2 階 共 腰 下見 板 E長、 壁 は 買 壁 漆

喰 塗 。萎 基 部は メ タ ル ラス No-29張 リ色 モル タ

J レ塗 玄 関 外廻り は 壁 タイ ル 貼 り。 床 コン ク リ

ート 打 モル タJ l-- 塗 リ庇 天 井 メ タ ル ラス張フ。ラス

ター 塗 。

2 、在来 屋 内 体 操 場 移 韓 模 様 替工 事 の部

在 来 建物 移蒔

在 来 木 造 床 取 除き 在来 鎖 筋 コ ンク リー ト進基 礎

共 曳 家 移 時工 事 。 夜来 西方地階の言うる部分の壁

士 木 建 築 設 計 施 行 請 負

喜重 三 和 工 務 庖

代 表 者 長 瀬 博

本軍主( 建築部〉京都市中京区柳馬 場二僚下 Jレ

電 話 上 ① 1 4  2  7 呑

出張所 ( 左官予 ) 京都市上京軍出水浮稲寺西入

/ 71  ¥ ｾ量兵部 ｪ

電 路 四 ① 2 7  3  !i 呑
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上 会 上 会 上

体 は 東 方 の 基 礎 コ ンク リート 底 部の高 さで 水 平

に 切離 し、 新 位 置 に は 基 礎 底 コ ンク リー ト打 ち

橡 め 造 り 燈 材、繋 ぎ 材 等 補強材 取 付 け 新 位 置迄

曳 家 移 蒔 作 業 危 なした。

内 部 演 壇廻 り及天井、床 は 新 規 改 築

建 物 位 置 京 都市 下 京 直 油 小 路f弗光寺

設 計 及工 事 監 督 京 都 市 土 木 局 管 繕 課

施 エ 株 式 合 位 戸 田組 京 都 支 庖

塗 は 万 根

京都市中京m: 竹屋町通リ宮小路東入J レ

万 根 塗 装 底

電 上 ① 1 4 7 8 呑



性 病 と 建 築

安 住 義 人

現在日本に於ける性病患者。数は約一干潟人と秘され

その中徽署長患者は約三百蔦人で徽務によって死亡するも

のが年約十五夜人である。今最近C 血液徽事態反踏の閥査

を見ると次c 如〈である。

都市成人く大阪市四、五0 0人〕

回合成人( 東北地方五二九三人)

小拳児童く仙台地方約千人〕

細 民く三七O 人う

男女受刑者〈一六八ー人〉

劣等見( 兵庫県草一四O 人〉

一ー ・三 %

九 ・ 七 %

ニ ・八 一 四 ・ 八 %.

ニ五・ 0 %

ニ ニ ・ 七 %

ニ0 %

滋 弱 見 ( 一 一 五 人 〉 ー0 ・ 四 %

遊廓娼婦く京都市新規就業者九三四人〉

四主 ・八 %

街 娼〈京都市ーー一四人〉 ー0 ・ 入 %

京者sf稼質合入場者中検査希望者〈ニ七一名〉

六 ・六 %

とC 様に徽毒患者は日本成人の十人に一人といふ程怒

しい数字となっている。然し一面京都府北桑図郡山関村

の如〈背年間庭女曾員二八五名中三名くー ・ - %) の稀に

見るｾｾ毒の少いととろもある。

性病c 感染源の七五% は遊廓で残りの二五% が一般人

からうつる C であり所謂ヤミ C 女等から感染ナる C は数

にしては大したも c ではない。更に最近C 傾向としては

良家c 子女が性病にか与り然も本目 j監進行したも c が多い

それは職後現はれたダン 1 それにつきもの込キッス毒事に

より感染c 機舎がある。中には髭女ではあるが徹悲を持

ってゐる人がある。

まさかとんなお嬢さんがといふ様な人が咽頭や限 vc徴

審 がmはれる様な時代となった。

とれは敗職前。鮫格な男女 c 交際が敗戦を契機として

飢れて来たととは事貨であり殊 l亡験時日本金者名市を襲っ

た大爆撃により背守・男女の心中 Lで大きな動接を来たしと

れが敗戦により大変革在来したともいへる。敗戦による

選議。旗康殊に性道徳の奈筒Lに至つては限にあまるもの

カf ある。

古来日本の性道徳は男女七オにして席を同じくすべか

らずの諺CDj!. 日く般格を旨としたものであ τコた。男女の交

際がと＼ｄ ￭ｾＩｈｌ 変化するに従って室内外に於ける方式にも

大きな変化ｾもたらしたものであるが百本 ｃ 建築はとの

点、に闘して大いに考慮すべきととが多 k ある。

日本の家族。住居。方式は欧米C それと異り袋室に於

ては雨親も子供も殊によれば旭父母も 一室に綾なければ

ならない。従って夫総 C 交りも深夜ひそかに行はれるの

である。反之背・瓜C 様式では発指普及び子供。燦室は7] l) k

で殊に夫婦の寝室はドーアに鍵がか込り夫舵C 交りも電

燈 C 下で侮るととろなく行はれる。従って男女。局所の

病変等もよく舛るわけであるが日本流C 部屋ではとむと

とが尚喜 ｾｴｲ ぃ。ｾ培な閣の中で行はれる ｣ である。遊廓

に於ても問機で隣座敷と C 境界は検や障子である。又縁

側づたひに隣座激 1-::' 行ける。何時隣c 部屋から間入者が

あるとも列らないととろであるR健機れ@ 四是卒の みが辛

じてと C 閥係から幾分除外されてゐるのみであるがそれ

とても錠 C か〉る仕組になってゐない。それ故日本で 1<1

古来男女の交りは電燈を泊、して; n i 問。wでJl l : U音なととろ

で行はれる C が風習となってゐる。従って女郎衆C 局ー泌

氏徽審や都性、軟性下府第四位病等C 如き性病があって

も気付かれる心配がない。従って日本人C 性病は際限な

く侮播ナるわけである。我 k が R 常診療してゐる女C 患

者を見てもとんな大きな変化のあるも C がよくも男に剣

らぬも C かとあきれる。 t れ耽皆んな疫室の格差主が病焦

があってもお客には剣らない桜な仕組になフてゐる。と

れでほ如何に性病予防法が施行されてもまづ腕。構造

をつくりかへるととが先決問題であると思ふ。殊に男女

。性生活が職後洋式に聴換しつ〉あるととを恩へば伶更

にと C 感が深い。私は今性病を相手に日夜若い男女の診

療にあたってゐるが従来C 経験からして日本c 性病a : 撲

滅するには先づ建築家。一考をお願ひしたい 。

とれまで建築と結核につい. ては採光遁風等に闘して建

築家も特K 注意を扮つ? とととろであるが戦後かくも変遷

した性生活K 針路するにはまづ建築に主主駄をおくべきで

とれがやがて性病撲滅。根本となるとと〉思ふ。

更 K と与でー言しておきたい ととは是非校教育が男女共

感制となったととである。男女共事。際最も注意を主主ーす

るものは聞である。先日もある高停車校の阿を見せて1ま

ったが驚いたととには大変なR吾容が してあり先生方も全

く気付かないのである。いくら注意してもと C 時代@ 青

年はとれに興味があるので浴客をするわけで建築家が洛

容の出衆ない闘を作るととがF子賢であるそれには阿C 壁

。代りに小 さい竹等を張りつけるととも落書 C 出家ない

一方法である 。

要するに今C 日本建築には性病の偉揺を以'成するが如

き点が多 k あると忽」示。私は性病C 予防は性教育と性病

@ 恐しさを充分教育するとと弘一面に於ては臼木人は必

ず一 矢ー婚制を確立し青年男女。純潔が如何に宗荷なも

のであるかを訓育するととである 。性病の予防はーにも

二にも教育であ P 決。して性病予防兵ではないと信ずる?

私は性病予防の 一面として建築家@ 再考をお駁ひする次

第である 。
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職 別 業 者 と 材 料 業 者 よ り

者

者

者

業

業

百

事

事

i

工

工

料

管

気

材

府

電

3

都

都

2

古

川

古

川

古

川

六月二十三回職別業者: &rF材料業者が集 P 官公箸や綜合

務負業者に対し不平不満のある点、を路し合ひました其。

重なる点、を列記いたしますと次c 遜 P まであ P ます。

官公署に謝して

一、 特別籾主主応、で一つの工事を勝負ひますと之に封する

主書類 I; J : 七温から作らねばならず、それが一部変況でも

あると更に七温から。ものを全部改訂せねばならぬ、

之がおめに多大の時間と努力を要します。何とか其。

手織、叉著作君事の簡素化を計られたい、叉出来れば法律

第一七一伎を般廃して鍛きたい。

一、 臨時: a! : 築物市ij 限規則。 J従属援を希望する。

七月一日からは十玄坪名。制限が三十坪迄は届出でだ

けで宜しい事にな P ましたが資材。記給を星きするも@

は従前週 P である。持ヲている答。無い資材を申務者

が手持ちである場合は許可にな P 、業者が手待。物で

は許可にならぬ。矛盾 C ととが多い。

一、現今でも、まだ入札係在金叉は契約保笹金を出さね

ばならぬ官路がある。前渡金を受けるのが普通C 時 代

であるから之はやめてもらいたい。

ｽ、職業安定法 ｬ ｴＺ依って「勝負工事であるも｀をｾ滋供

給になるから苦手務供給として支携を街求せねば選法で

あると、極めつけられ凶る事がある。之は各職別c 工

事 lて闘しそれぞれの工事に精通した役人が見て餓くな

れば問題は起らぬと恩ふ。笠しく各職種別に工務内容

に精通 して鍛き度い。

一、健版保険、努災保険毒事。率を引下げられ度L 、。

一、 配給物資e z > ! l J質 経 明 書C 主主行が其有効期限 c ま 近L 、

数日前位に進行される場合がある。現物イヒする@ に大
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ｾｦｴ 困る場合がある、軍基行時期を御注意額ひたい。

一、官臆C 内、或る 採の如きは一つC 害U1言切符を ー 商 底

に主主し置き其れを分割して号[ i ! 主指問書を発行せられる

場合がある。之が感止にして涜lla離 にtさらねばならぬ

事がある、然もｾ土地には ｩ 司一品を波紋ふ底締がある

が 其j苫? では求められぬ、不都合が起る 、か与るものは

m査指阻害でなくて、何民主でも求められる正式。容j食

切符を殺行して鍛き度い。

一、切符b 雪量行主使用面との時期が一致せぬ場合がある

使用するとと c 出来ぬ時期 K 出荷せねばならぬやうな

事が起! J l電鉄を無蔵した後行で限るぜ霊童行@ 時期を考

へて裁き度い。

ー、跨負入札制度。改良を希望する。

適正仮持。者に鯖負せられたい、安い者は無理が生ず

るから。

綜合請負業者に封し職別業者から

一、下跨業者叉は材料商に対する支携の保l i E を官E患でし

て獄きたい、例へば官際等よ P 支携を受けながら下街

業者に支梯をせない者は次 c 勝負入札には参加させな

いとか又は雑誌、或は其他。方法で不携ひ者であるとと

を公示して其ととの無いやうになる ζ とを希望する。

一、街負工事が完了した場合、綜合業者は其下街 者 に 対

して、一方的。省飼ぶちの支事躍をせられる易合がある

之は双方的で改正せ b れたい。

一、現場に於げる「ズレ」を然〈し、ロ : ; <. 0無いやうに

願ひたい、現場。完売態を充分に知らず叉打合せが良し

からずして、為めに工事にか〉れないの に、現場迄行

き何もせずして鯨へ'! J 更に叉出掛けねばならぬゃうの

ととが多〈てlぷる。

一、仕様舎にあってゐれば悪るぐても安ければよいとい

う風でそ c 者に仕事を下精舎しめられる ζ とは考へて

もらいたい、よく吟味してもらいたい。

一、 綜合跨負業者。現場監督員。技術が低下しているや

うK 思ふ、それが為 K 仕事がわからぬC に、小言を聞

き困るととがある。

以上色々と不平を申上げたが私共職別業者。方でも大に

反省せなばならぬ、良心的に仕事をする やう に自 給 自制

して努力を致したいと思ふ。

役 所 か ら の 要 望

京 都 府 建 築 部

建築請負業者へ

一、建築法規に逮反しないように。もし法規について。



質疑があるときは、事前に連絡、拘置置されたい。

二、建築法規( 茨員リ制定 、改E など〉 @周 a知、連絡む使

2主のため、同業者。組合、聞体などを結成されたい。

三 、良心 的なエ事をするととを念頭に、技術者。 ｊ 確保ｾ

成時事、技術の向上を割るように努めて lましい。

回、契約関係浴類はよ く検討し、昔十段 1-;1:正確を期 し て ほ

しい。

建 築 材 料 業 者 へ

一、建築資材関係の統制法裁がある以ムは、そ れ を守っ

て、遺反しない ようにしてほしい。 も し鮒蛍舵明書 を

引換でなければ販質するととがで きない費材( 指定生

産資材) を、需要者から鉦明 書なしに販: f t ーしてくれと

強要されたときは 、事前に連絡、相談 されたい。

二、悶主義者間で組合事務所。ようなも@ を段位して、そ

ζ で需要者。建築材料 に関するナベての照合に感じ得

るようにしてほしい。

三、新 材料又は験前と同じ品質規格。材料が生産される

ようになったときには通知して頂きたい。又見本や型

録を送付される時には、同時に債格衰を添付してほし

L、。

イ土 様 書 の 難
占

‘ 4・

e: 鍾3 く

ニx:. ノ キ 生

一 、 仕 様 替 と 記 載 材 料

焼土イ七せるわが凶 c 、建般に封ナるー材料界が、 復 興

に占める地位は、予想外に、大なるも@ がある。戦後、

官公民間を問はず、建築設計者の仕様書記載に霊すする使

用材料は 、不足物資に付きては、相省使、殺され代替!品。

使用等も認められつ込あるも 、伶王室むらくは材料貸情を

製造業者或はJ W: 質主義者に l照合し、兵{ i j 然、多少等を縫認

して仕様書。作成に賞られたく例へば、アスフアルト防

水工事に於てプローン・ア7 ' . 7 アルト C 使用を指示され

管 業 j 日本? 良型スレート・大平板

品 目 ! 日 本 厚 型スレート@ 小平坂

居るも CDCDみなるも 、現在特需向けを除げば、 日本金制

に封して建築界に劉嘗らる〉プローン・ア : : : <' 77 ノレト。

Ｑ 置は 、 月鋲十トンに満たざるｾ様にて 、仮に ノレーフイン

グ三月音、アス 7 アルト三厩式防水工事として 、一卒方 米

@アエフアノレト使用量三 ・六 キロ瓦とせばニ ・入oo:zp.

方 米C 施工震に該賞し 昭和十年頃@ 建設に為る 鍛筋コ

:Y ? リート有事法小摩校一ケ所程度に泌さ・γ 。

然るに現今 C 仕 様蓄 が、アスフアルト防水は総てプ ロ

ーy ・ア1 フアルトとぜるが如きは仮令記給ノレートに依

らざる、被流れ品を、加算すると もプロ ーン ・アスフア

ルト C みを以て、施工するは不可能の事にて結局は 、仕

様書 に反せる=・7 カシ工事を為さしむの外な く、之傍は

た Y 呉; 一例として 、載 げたるに; @. き・ぬ。

設計者は監督者と 、施工者。立湯をも I、考慮し充分材

料。貧情を調査記載さる弘事を切望す。

一 、 仕 様 容 と 賓 施 工

浬紛 と賞際c 、 ともなはざる事は 、建 設 に限るもので

はないが、設計と、施工と C 相へte ｾる事、亦はなはだ

多し。

段計者のみならずメ ーカーが其製品。、プロパガンダ

に、耳立は模範仕様書例に其過ちをあせるものも、しばし

ば見受るおにして、波型 Z レート li 工事に於て、里E母 屋

Ｇｨｩｩ ｾｃｄ 釘止は別とし 、 機十 一山 牟｀物 、 使用に際して重

ね掛け二山自に釘止し、* C D釘止穴は、七山 目として、

還り五山目止と為ナも 、秒速十米程度。 、暴風に、 めく

Eコる込事もなし気温に依る 、伸縮被害停を受〈る事なし

然るに 、 重ね鋳ニ山目より打出し五 ・八、ｉｬ ｾと中二山置

に釘止せしむる如きは、食Z室。材料を不必裂に使用し、

せんとうに: i : る材料10. 弱体化を計る事となる湿なり。

再びアスフアルト防水工事に例を 3哀れ ば、わが回目。如

き地震地帯に於ける、建築にありては、常に上下動7.k.不

動、。衝撃を予期して 、波音十せざるべからず。

此場合陸屋根防水工事。、下地がコン ? J J - l にても

後絢なる 、砲事4は防止不可能なるが散に、出 来得 る限り

下地と、防7j(. Rきは、密売Eせしめず絶徐し、アス 7 アルト

製造販責並ニ 工事請索

ZL土佐趨勢
関髄大関車場

基 ｉｾ 築基
大阪

管業所

東 工 場

西 工 場

大阪市西淀川区千伊東二丁目ニ主将河

電 話 淀 川 ( 47) 0383 ・1869・1908 私

大阪市西淀川区f田町二丁目一五四番地

電 信 淀 川 ( 47 ) 1  8  0  1・1082 零
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防水屠c みは、勉めて湾き YEなき 7 ヰノレム@磨

、構成せしめ、骨材屠と共に、回訟 を宿して、施工ナ

る事が耐久性を脅し、防7k唐が下地の亀裂にともなふを

防き¥施工後の事故少なし

官袈のー仕様例を示せば

第一月苦アスフアルト・プライマー塗

第二層プロー y ・アスフアノレト洗し塗ー卒米一・ニキ

ロ使用

第三后プロー y ・アスフアルトー: z p . 米吉l i ! J ー・二キロ

流 し 塗 7 テノレーフイング貼付

第四唐プローン・アスフアルト流し重量一卒米首 P ー・

ニキロ使用

第五月苦プローン・アスフアルトー卒米賞 P ー・ニキロ

流し塗つ〉アスフ 7 ノレトフェノレト貼付

第六府プローン・アスフアルト流し重量一: z p . 米倉りー・

ニ キロ使用

第七屠プローン・アスフアルトー卒米蛍 Pー・二キロ

放し塗つつノレーフイング貼付

第八暦プローン・アスフアルトー卒米蛍 P ニ・四キロ

を二固に分さて流し塗仕上、

前犯の仕様l l ' に封し、筆者が永年に i渉る、雨洩れ事故

に針して修理の際後見せる失点を話l ! : 1 i 史的に説明すれば、

防水下地の亀裂に防 Ｗｾ 暦 ＺＮｖｾｾ 昔着せるため、共に連れて

切断され防水居にも亀裂が生じて居る( 下地と密年に依

る〉

骨材康問中のアスフアルト・フヰノレムが、厚過ぎるた

め盛夏時の高熱にf来 上 搾 へ コ ン 9' ! J ート @ 分子の粗密

度ｾ差によ ｅ 流動し、従って、押へコングリ【トを浮遊

先走態とし、安定せず、勾配の俊きに向って流動しメレを

主主じて居る、くアスフアノレト盆の過多〉

板下地の場合は特に、伸縮甚だしきため、下地板の乾

燥 l院縮、! 以J森膨張等のため、防7kl 奇が切断されて居る。

以上単にーニの例を示したるにすぎざるも教科容の引

認しとも諮ふべき 、机上設計理昔話にとうでいする事な〈

11: 際にEPしたる、業者の意見をも参考して容れらるる事

を切望す。官言多謝

綜 合 諮 食 業 者 よ り の 苦 言

近頃官会娘、C 勝負工事室若手入札bて際して諸手本L最低限度を

三分。= とされる向が多いが、此 C 程度。最低微では正

規 C 工事施工は採算上I ; e 産量であ P 、堅1買業者。正常な競

号手意慾を E且宅E・する C みならず、其・0 問を縫って一部ダン

ピング業者の跳梁する虞も有る古士、遮宜c 方法にて経秘

に決定せる適正債格( 最近CDj 定例として入札直前bて宮局
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工事関係委員鍛名代て設計予算に基き適正債格を投薬し

其c 卒均値を採用せるととろあ! l ) に最も近きも C を落

札とされん事を 留みます。

従って入札、契約担首都課も事務系統で無く遜正司格。

検討等技術的考慮を必要とするため、技術系統の部、採

に於て管診さるべきと恩ひます。

叉入札指名業室fCD撰択に就いては、業者@ 工事施工能力

現在施工中@ 工事量及工掌成績等を充分御餅酌C 上御指

名D: ひ、いやしくも不宮な安値を以ってする常習@ ダン

ピング業者に封し七は以後c 指名を除外すべきと存じま

す。

伶工事契約@ 準織となるべき設計聞及仕様書は、相互一

致せる明確なるものを望みます。 j設中仕様容に就いては

殿前、戦時中、験後を通じ工事程度の激変を止むな〈せ

られたるに拘はらず、! 日態依然とした千遜一律王立のもの

では、施工に際し見解相兵c ため種々紛談を援し、且つ

此@ 関を狙うダンピング業者。温床となるも@ であ P ま

す。特に共通仕様舎の如きも C は此@ 際会廃され、工事

毎に必要にして充分なる仕事喪主撃の街l起草をお願ひします

且つ仕擦番中、従来共存々問題になる「不明。点、は係員

の帯示に挨つ」及使用材斜。メーカー指定員事、業者側の

片務的な契約及施工の形式を改め、官民相互c 合議制に

で園滑に工事。完遂出来得る日の一日も早からん事を切

望致します。

次に現下金融逼迫。折柄、工事金支挽は可及的速やかに

御文書事下さる様、伶前渡金も官、会、民を遜じ不文律と

して三0 %下附下 されば幸甚ですし為見積] ) ft : 際しても

落札。如何に係はらず3定書置を御支緋願へたいかと、少し

虫@ 良い事も考へてぬます。

緩いて一般建材主義者に苦言を呈します。

近頃、資材の仕入れは殆んど前金にな P 支毒事期目が喧し

い C は止むを得ないとしても、納品には粗悪なものが多

い@ はどうかと恩ひます。今少し良心的なものを作られ

ては如何でせうか冶特にスレート類は甚だしい様です。

最 後 に 寸E労務者の能力低下の問題でる Dますが、職時

中。質よ] ) : ! i t が祭って未? ざ其のE目、潮。裁け切 らね底へ、

腕前を誇った昔風c 職人費量質も日一日と薄らき¥菅なれ

ば「俺は0 0の仕事もやったんだ」と己れ@ 設備を自慢

にしたととろを今日では r oov現場では幾ら儲けたJ

K 凡てが金C 世@ 中に成ったのも無理か らぬ御時世とし

て、今主主にl J i ! を高めて叫びたい惑は、従来c 建的圭t従 第

帯Ul l l : に代はる民主的な技能者参成の図書Z機関を早念に設

置すべきで、之に附隠して技能検定制度並優秀技能者査を

賃制度等@ 施行と相倭ち、復興日本の原動力たる箆・秀熟

練 工c 曾成が袋眉@念でるる事を、! 4 i l 係御色・局に訴へて

捌鐙します。 妄言多富甘



ｾ三
百 工 事

納涼にもなるまいが、堅くるしい先生方の、御

説法の合聞に、骨抜きの無駄話と云つでも、多寡

の知れた管工事屋の、空想ーも奥太も入った埼も無

い猫自言。平素の仕事柄、土主主扱つては、鎖管ｾ

埋める、根からの橡の下の力持、他人様に迷惑が

掛からぬ丈けが取柄で、先づ本営の水商賛、跡は

さっぱりと、水に流して裁き度い。

扱て十年も以前の事官づた、迷宮に入った、或

る新妻殺しの犯人が用いた凶器が、錦管であるら

しい、と云ふので其の筋では我 k 業者そ廻って、

無頼の職工のリスト主主作って居た。どうして凶器

が鱗管と推定されたか、それは被害者が人妻だか

ら織管で、生娘なら鎖俸だろう、なんて云ふ酒落

計りでも無かったらしい。

昨年7さつたか、某接牧住宅の、 r ィラー室の石

茨投入口から、昼巣が入り相官言の被害ｾ奥へ＿と。

事が事丈けに、警察でも躍超になって居た。然し

侵入口が石炭投入口r 、と云ふだけで、その改修

工事に関係し＿と、配 管工に目ｾ清けたのは殺生Ｈ

接牧〉で、もう少し1慎重に、勘考( 管工〉して欲

しかった。

話は少し軟くなるが、或る霊休みに、オフィス

の女事務員が、愛人である同僚と、ラデエータ-

ｾ供出したあと、そのま‘に放Ｂ￐である配管の近

くで、好い気持 でひそひそ と話して居た。その頂

度買上の部屋で、部長さんうとうととして居ると

何庭からか、甘い話撃が聞えて来るので、不思議

に思って注意したら、下から続いて居るパイプの

中在、停って来るのだった。首第 P流行の折柄、

諸君ゆめ物事に御油断めさるな。やはり其庭の地

階に男女の、股衣室が並んで居? と。聞の仕切壁の

梁下には、以前給湯管が通って居? と鞘管が、ほ. っ

かりと、大きな口そ開けて居た。蒸し暑くなって

あられも無い 姫御前が 、肌抜きになって汗ｾ落す

期節に材、男室のロッカーの上は、何時も押すな

押すな。無料でエロシヨヲに出演して居るとは、

榊ならぬ身のなん とせう。

金正
J駄 話

大 鳥 居 光 哉 子

戦後慌た♂しく改装した、 0 0住宅のトイ v ツ

トに、間に合ゼの杉か松で製作し? とやにこい、シ

ート( 木製使韮) が着いて居た。蓮悪〈其の家の

主婦に決つ? と貴婦人は、なんと二0 0封度を遣に

越へて居たが、いよいよ l隠宅の日に初めて、その

間に合せのト- 1 v ツトぞ使用した庭、とたんにー

たまりも無くシートが割れ? と。落着いて立ち上が

れば良かったが、慌てて立ち上ったから堪らない

割れ自に軟い瞥肉が挟まってしまった。はるばる

遠方から見え? と方の、あたら零の肌に、生れもつ

かぬ班. t . e 着けさゼ? と不居者は、尻無川へでも、投

り込めば良いだらう。

新京復基の 、某スキヤキ屋の天5片装には、大き

友水槽が据へてまうって、その側の明 P窓からは、

隣の三文劇場の楽屋風呂が、ものお一間位で。然

かもこちらは民暗だから、覗かれて居るなどとは

つゆ知らぬピチピチし? とヲンサ蓮、随分大謄な真

似もするらしい。此昆だけは何故か拘らぬが、修

繕嫌いの職工でも、すヤ引受けて出て行くが工事

の方はイ中 k 渉らぬ。

話は多少尾簡に互って恐れ入るが、デパート等

で用ｾ足される 貴婦 人方は、大抵は切羽詰るまで

我慢されて居る故、業庭へ飛込んでーも、下許 P見

て、一向天宍ーの方は見る富余裕が無いらしい。間仕

切の上で、シスターンそ修理中の職工さん、先方

に祭の事で小さな音さへ立てられ歩、さ P とて下

りる事も出来今、いよいよ臭費支は上って来る。

，外閣の古い政審で、調房の中の囚人が片隅の便

器の、 トラツフ・の ｊ Ｎｉ＼ｾ 、手で汲み出して隣室と 蓮

絡をとる場面がaうった。我が圏の様に、一般住宅

さ九仲々水洗化されぬ哉、調房など思いもやれぬ

事だらうから、この鮎は反って防牒になる。お撃

なら離の掛け橋、侮撃管工事もお引受するが、先

づ以て代金の外に、多少はおごって頂かねば着手

出来ない。

そう云へば私の合位で一昨年、或る米軍の留置

場に 、 ラデエータＭｾ据付中、ドラ Ｔ パ ー で面格
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大休職種柄、パイフ. ; a . 扱ふので、少しは向ふ先

も見えるし、勘も良くなる筈なのに、政府支携の

遅延、機説攻勢の激烈、集金率の低下、金融の手

詰れと御難積きで、業者一同日向の金魚の様に

口許りパクパク、目; a . 白黒、政府拡大量首切り、

努組は大量ハンスト、大衆は愈々首でも吊る外は

ない。我々業者は累揮ー呑、手持のエ ｊ レｾ、チー

ズ; a . 不断に使用して、丈夫な首吊台でも作り、丸

公の牟額以下で提供し、厚生大臣賞なも貰おうか

( 二四、六、一五)

子; a . 外して、一黒人米兵が股走し? と。重大犯人の

上に、用器が悪かった矯、工事中の位員職エ共、

全部に授が掛ったが、高うとで、捕つ? と犯人が取出

し? と詮践のドラ 4 パーが、立波な s. u・A の新

品だったのでやっと助つ? と。鹿が矢張り最近東京

支屈でも、近くの某署の留置場の修理中、囚人が

知らぬ聞に、道具ぞ盗み夜間それで-、窓、そ こぢ聞

けてからかつてしまった。二度ある事は三度と、

注意は怠らぬが、兎に角年中泊の絞られ過し、歩

の悪い商寅である事よ。

「一

祭 足

京都には建築関係の舎として、日本建築協合京都文部、京都府建築協合、商工合談所内土木建築ｾ民金京

事t 符土木建築工業傷合、京都土建協力会等があって何れも内容を異にし大協曾0 名が多いのであ E ますが京

都符建築協舎は昨年晩秋、都合に依って解散致したも ＼ｄｾ 何かしら物足 ｐ ない所があって其の復活が話題と

なって居 P ました所、愈k 去る大月十六日 京都建築グラプ として後足する事とな P ました。合員の悶土

は官名もなければ業汲名もない丸裸で京都大事、工業校、各官践の激職員、民間各種業者、其他同好の士。

集習で、合則は? 目的は? 、毎と大ケ建立い事でなく只、? ざ 相互の親陸を閤る@ ー跨に重量きるのであってと

c 和を以てすれば各自@ 向上後遺を希ふ目的は達成し得るも@ と恩ひます。

賞日洛北相自国寺本坊に於て室主舎王町を穆げましたが、緩い折詰弱体? 宮で赤裸 k な中にも和やかな雰囲気で散命

数しました。多数の御入舎を希望致して居 P ます。

プ の』フタ京 都 建 築

介

本協合京都支部長、京都府建築部長

京都府土木部長

日本平和郷貸池公園建設協力合

:京都大事数授、工襲博士

京翫工業専門製校教授、 工撃博士

京都府立平安病院麦、! 皆撃博士

った鳥居工業所t長

紹者筆執

松; t j . ｾ育之助氏

長 津 忠 郎 氏

高 橋 正 典 氏

村 田 治 郎 氏

藤 原 義 一 氏

安 住 義 人 氏

大 鳥 居 光 哉 子 氏

請負

所

家のクリーエン夕、

食 古 家 屋 が 新 築 同 様 と な る 美 紫 工 事

党新築家屋にお手入。いらぬ美紫工事

大石・ 9 イ ノ レ 洗 芸 評 工 事

業工素美

株 式

合最土

大阪市東区瓦町〈堺筋J 三和ピル三階

電 話 新 町 ⑬ 1 j 777 呑

- 定 評 あ る サ ー ピA

. ボ ー 1レ・憾燥! :
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建 築 積 算 便 覧 ( 第 3 回)

4. コンクリート、ミキサ

ミ キ サ ー の 大 さ 切 4  7  8  10 12 

1 図 ノ 線 上 禁 立 坪 0. 018G 0023 0. 028 0.032 0. 046 O.OGG  

1 時 間 。 最 大
11 0.68 。，83 1. 11 1. 3G  1. 66 

最
11 0.62 0.70 0.G2 l . l G  1. 38 

線上: I l l :
2ヰ三

均
。 0.50  

0・6G 0. 77 1. 02 1.27 H 2  

Ｑ 日 ｾ Ｘ 時市ｬＩ 最 大 '1 G.5  6.6 
8.G  1，1. J  13. 3 

最
1/ G.O G. 6  7.4 G.2  11. 0 

。 線 上 震
:zp 均 I! 4. 00 G  2  6.1G 8. 16 10. 2 12. 2 

最 大 人 17 20 25 30 35 

人 夫 鋳
最

11 
15 17 20 2G 30 

:zp 均
1/ 16 18. 5 22. 5 27.5  32. 5 

1 分 間 ノ 回 特 徴 回 1G l G 16 16  

原 動 機
電 動 桜

H .P. 3  5  7与も 10 

三週塾塾生

/1 3  4  6  10 

馬 力 政

蒸 書 電 機 関
'1 3  4  5  8  

K g  171) 0  2600 3300 

移 動 式
グ 2800 4000 5000 

立 坪 嘗 リ 手 間 人 3.08  。2.()3 2.()5 2. 65 2. 71 

'/ 機 械 損 料 人 分
0. 6 

編 成l - 8 人

機 械 還 特 2 人

コ ングリ ー ト運搬 4 人 世 昔舌役 1 人

重主均 γ 事堅固メ 4 - 5人

「計 20- 21人J

人 民 主害l徐 銀 役 1 人

5.  コンクリート・タワー材料表

名 雪お 寸 法 ( m m) 長 サ 単 位 婁生 丞 単 位 備 考

事 見 柱 ア ン グ ル
() x( ) Ox ()O 17.8 。 4  本 下 普s

1/ /1 15. 0 1} 24 1/ 中 間 部

/1 1/  12. 8 1} 4  
，.  

頂 部

栓 縫 ア y グ ル 9  x  100x 100 1.7  

"  

28 1/ 

下 端 部 被 チ ャ ン ネノレ 8  x  65 x  130 5.0 I! 4  11 

上 頂 部 被 チ ャ ン ネノレ
11 5.0 IJ 4  11 

右寄 ア
y  グ ノレ 6 x  65x65 5.0 

， 
92 11 

筋 違
1/ 6  x  50 x !:i Q  6.2 

11 1( )2 11 

ヵ・ゼツト・ 7' レート 6 x  l ( )Ox 330 

一
200 枚

ガイド レール・ チヤ y ネル 6  x  !:i 0  x  100 178 。 2  
本 下 部

11 11 15. 0 '1 
12 /. 中 間 部

11 
"  

1!!.8 11 2  1/  頂 部

頂 部 メ 声 ル 台 チ ャ y キル 8  x  65 x  130 6.0 1/ 2  1/ 

m 部 滑 車 tl'F3 5 5 O シャフト 3 8 mmメ 声 ル 付 2  角

下 部 合 付 枠 I 型務王宮 ＳＵＵｾｩ＠ ホ・7- 3 8 mm シャフト付 1  存且

C註) 1. !f.ワ ー@高サノ、120尺 とナ。

- 1 5 -
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6. セメシト着色野j

色 名 染 料 名 淡 色 ノ 時 法色ノ; 場合 色 名 染 料 名 淡色ノ場合回量色ノ場合

ロ- -

←一一

1疋 黒 畑 煙 C.5 1.1 
策・糞 黄 色 酸 化 鉄 2. 1 4. 2 

1/ i I f l 酸化. . . . ; yガ y 1.1  2. 1 
資 エロー・オ - 7 1 - &.3 9.6  

1/ 民党化マグネシウム 1. 1 2.1 
赤 赤 色 殴 化 鉄 5. 3 9. G 

一
掲 赤 色 禍 色 酸 化 鉄 5.3 9.6 禁k 官E 西空化? ロミユ 戸ム 5.3 9.6 

!I 
青 酸 カ 5 3  9.6 

( 註〉 数字ノ、混平日茸t %テ 示 ス 。

7. コシクリート枠型

名 称

木 造 基 ( l t コU ? リト治牛犠 木造街地杉

単 位 回 坪 函 坪 間

木 材 枚 材 石 0. 20 0. 20 有= 定

!I ノj、劇科・角材

"  
0. 16 0. !i 2  

"  

釘 貫
0.111 0.20 

鉄 線 B.  W.  G.  14 区g 0.35- 0.4 

鐙 寸
ｾＱＮＲｾ＠

タンバ ッグノレ
筒

ｾＱＮＲｾ＠

大 エ 人 |
ＰＮＲｾＰＮＳ＠

0.4- 0.5  0.05- 0. 1 

人 =失

"  

0. 2- 0. 3 ＰＮＰＳｾ｜Ｉ ‘ Ｑ＠

名
第E パ ネ ル 版 荒 木 バ ラ 板

労

カ 独 立 制 型 枠 組 立 | 鉄 間 後

x  1. 1G x  1. 54 

口

害リ

木 造 基 礎
x  0.97 x  1. 26 

主曾

内
独立警 ・柱。型 枠組立 Ｈ ｾｪ ＱＶ 尺位Ｉ x  1. 34 x  1.74 

室主
鉄筋コングリ 』ト建物 型 枠 平 均 x  1. 67 x  2.17 

Z事 :m: 

一

撤 去 x  0. 64 x  0.84 

針

シ 其 ノ 他

丸型異形ノモノ x  1.40  

テ コシグリート打放シ x  1. 20 

: 上 表 ェ 針Z ノレ加算〉

カーテ y の十戸ノレ型車造 x  ' 1.30 

'作業I ' n 6尺以上ノモノ x  1.30  

名 重主
.1  ｾ壁コンｻＱ )) 1- 卜港建家J

木 杉 石 ノ 枠 菌 坪

型

ニ菊スノレ

枠
壁 ・ 間 仕 切 | x  1. 00 0.72- 1. 20 

木
基 礎

x  1. 18 0.42- 0. 85 

材

床 x  0. ¥:J 7  0.54- 0. 72 

意

屋 根 x  1. 04 - 0 . 75-

害U

桂 x  1.11 0. 60- 0. 96  

血曾

桁 現在 x  2. 15 0. 84- 1.44  

率

階 段 x  1. 88 - 1 . 35-

一
x  1.22 - 0.88-

×  

- 1 6 -
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8. ｾ政筋コンクリート造建家コンクリー卜及型枠敏量

名手露 寸 法

コングリ ー 型 枠

名君写 寸 法

コZノ2 グリ ー

ト 「立坪、 ( 首坪 )
ト ぐ立坪、

墜

床

版

往

卒

摩サ O. ! i 尺( l ! i c m、 0. 02!i 24. 00 

桂
一辺

4!i :>m 0. 034 

"  0. 6 く18c m.' 0.030 .20. 17 !i 0  0. 042 

f 、

1/ 0. 66 ( 20、 0. 034 18. 11 J E !.i!) O. 日!i J

方

ゲ 0. 73 ( 22、 0. 037 ) 7. 44 

形

60 0. 060 

グ 0. 8 ( 24、 0.040 1!i .19 

I....l 

｝ｾ三
均

卒 均 18. 98 

一
30 x 4!i :>m 0. 023 

厚サ 1!i c m 0. 02!i 12.00 LJ e2 3!i .x !i 0  0. 030 

"  

18 0. 030 10. 19 
梁

40x  60 0. 040 

"  

20 0. 034 9. 06 

( bxd)  

4!i x 67 O. O!i l  

"  

22 0. 037 8. 77 卒 均

1/  24 0. 040 7.(';0 

基

出d

120x 20x 30 0. 073 

Z手 均 9. !i 2  

150 x  27 x  3!i 0. 132 

一辺 3vcll1 0.011; 24.24 

200 x  30 x  40 0. 2G7 

3!i 
礎 b 定d. xd'

0. 021 20. 74 

卒 均

40 0.027 18. 22 
脇ｾＮ開，

卒 均

( 在主) 1. コングリート= 於テノ、、型及床版ノ、、単主主m2' i . 吉リノコングリート立坪テ示エ。

桂 及 梁 J 、、単 位m賞ノコングリ ート 立坪テ示ス。

基礎ニ 、1基= ツキ、 コングリ ート立坪 テ示ス。

Ｒ Ｎ 型枠］於テハ 、 ヨ ＺＯｾＡｊ ート Ｑ 立坪］付キ 、 型枠商坪テ示 Ｑ 。

3. 基礎= 於ケノレ dI ，、、卒均厚テ示 ^ o 単位ノ、C m示声。

9. 8 ' 鼓骨・鍛筋コンクリート材料.の 大 略 敏

12. 0 

J 2. 0 

11. 8  

12. 0 

12. 0 

11. 6 

J 2. 0 

0. 502 I  12. 0 

0. 3- 0. 5 

f註) 1. ｾ枠ノ、建家百坪ニ針シテ 、 ＴＮ Ｓ Ｍ Ａ￭ ＮＷ 面坪ナリ。

2. Iグ コングリ ート 1 立坪ニ封シテ 、11. 2- 12. 0菌坪ナリ。

3. 型枠ノ損料ノ、使用回鍛ニ依ノレモ大路3 0 - 5 0 %トュ。

12. 0 

11. 8 

1J .G 

ｾ坪
( 菌坪J

16. J. 6  

14. 68 

13.08 

12. 00 

J 7. υ2 

16.00 

14.00 

12.00 

10. 80 

13. 20 

4. 20 

3. 80 

2.80 

3. 60 

13.00  

4. 表中上欄ノ、鉄筋コンクリ ート造、下欄 J 、、 鉄骨鉄筋ヨ ン グリ ート溢 テ示スモノトス。
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10. 各種一般基礎作業竃

コML l J I三wr.' I加点可グ( 二階) I布 石 | 制 沓 石

4当

:l 持議 B

形

帯写

ￓｾ＠ 10.・91

11. セメント及石双材料鎮算表

セ メ ン ト ( 50kg入う 油、

石 3疋 く20kg入〉

袋
kg m3  切 斗 立 袋 kg m3  切 斗 立

1  60. 00 0. 033 1. 18'!i 1. 81!i 33. 00 1  20. 00 0. 028!i 1. 02 1. 丹6 28. 10 戸

0. 020 1  0. 0007 0. 024 0. 037 0. 700 O.O!i 1  0. 00143 0. 0514 0. 079 1.42  

30. 00 15.¥.'0 1  3o. 94 56. 00 10. 00 35. 0 700 1  35. 94 55. 00 1000 

0. 84o 42，00 0. 028 1  1. 530 28. 00 0. 98 19. 60 0. 028 1  1. 530 28. 00 

0. 551 28. 50 0. 019 0. 655 1  18，00 0. 665 13. 3 0. 019 0.6!i 5  1  1800 

0.031  0. 158 0. 001 0. 037 0. 05!i 1  0. 035 0. 700 0. 001 0. 037 0. 055 1  

( 註) 1. 治、石JJ<....、 1立 =- 700g トシテ計算セノレモ 、現在市場 ノ; 石次ハ不純物多グ 1立 = 約1000gアルモノアリ。

12. 土木工事のコシクリート打 ( 1 立坪= 仔キ〉

名 稽 ! 摘

要 1: 11ムム l ILト;t-llJJ-
土 工 1 "::1:>' グリ ート熟練エ

I  7.k中ヨン グリ ート

労力。増減率 |  

| 瀕7 } ( 多視ノ時

13. 同 型 枠 ヱ ( 1 面坪嘗リ)

名 構

大 工

労力<Z) j 首減率

- 1 8 -
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丸型異形ノモノ

繰遮ジノキカヌ寧独形ノモノニシテ構造複雑ナモノ

同一構造叉 r 、構造節易 ナモノ

其 ノ 他

其他= 手元人唱をチ要t A o

| x  1.40  

| x  130 

| x  0. 80 

1  x  1.20  



舎 務 〈七月分〉

理 事 曾 九日於靭日ピノレ、大林副合財卜六名

1. 大阪府建築代理業審査委員抗薦。件並に建Z党業法審

議委員別項。遜還 lふた

2.大飯日々新聞主催、主婦:'0生活 二十四時間展住居告s

門協賛同展a : 宵f決住宅委員舎に一任した

3. とれからの住宅展開催。件

市内大丸百貨底と ｆ イアップ して 全信でｾｦｈ訟 ￃｪ 決住

宅委員舎に実行方を一任した

4. ユネスコ閥際問密交換調査察提出方申錆あ E 編集安

員舎に一任した

5. 合員詮衡別表週末合25名混合66名承認した

務報告六月分曾計報告、廿三年度曾計検査報告、日

本撃術舎記録、土地法令全集勝。件、日本建材協合資

料集覧発行。件、日本もメ ント技術舎 コングリート務

軍司曾@件、建築士舎建築サロン懸賞募集。件、建 築 事

舎研究報告書受ケ C 件、役員合、各安員合経過報告修

次 c 遜議事報告を了した。

常任理事曾

二日 一時三十 分 天神様分室で主記、主計編集代表舎開

催諸般事項 協談 した 。

主 s E 曾

四日分室開催、理事曾提案其イ也を協議 した。

編 集 曾

二日 朝日ピノレ開舎、次蛾以下協議

連 合 部 曾

十三日正午よ P 羽田ピノレ事務所開他

綜 合 部 門 竹 中 工 務 底 片 岡 常 務 、 大;体組、 i向槻建築課

長、銭高組日前i資材課長、技術部門大阪建築事務所池

図所長外、日建産業建築部柳工務課長、石原主主偉建築

事務所長、建材部門瓦、タイノレ、ルーフヰング、防71<

工事、主主築 金 物、 ユレート等代表者約十名

理事T守木亥一、大和常務理事挨拶及司f言。下に開催三

者交互に宵盆な意見交換あ P 二時散時した

主婦の生活二十四時間展

大阪日 k 居士主催本合住居。著名 f1r貸出展。本展覧舎は本

月五日よl J 1賛行委員度々曾合本月二十三日か b 十日間

阪念百貨底七階で目下開催中であ P、但本曾が主{ 訟で

ないため安員。プラン遜 P に実施されてゐない事 を遺

憾 としてゐる。

住宅委員曾

五日ー時三十分、市内堂島大骨骨南宮吉に建築中の佐々木

式プロツ グ構造施工中を見躍した

元育委 員長外ｾ貝九 名問 荒土杉田常務 。設明と突除を検

分後朝日ピノレ事務所で見学座絞曾を聞いた。次に阪念

主 語 ｬ Ｇ Ｈ｛Ｉ 生 活反並 大丸に於ける本ｾ主催とれから ｃ 住宅

展実行方在理事舎か b ?i! 喝されたC で協議。結果大主貫

主主見交換後双敢ず主婦'0 生活展につき小委員。に一任す

る事とし中野、小林、橋屋三氏を喝し之か b o大 丸 展

は十二日大丸で澗他大宅買意見を協談実行委員 に中野、

小林、塚本三氏a : /喝 し大和常務辺事と共に完苦々進行に

移った。其後廿六日迄にl J j J ; 小々委員合合談を岩手! l J 本月

中に大体: . : 編める事とした。

大阪曾勢委員曾

七月は納涼的見準金問他予定。所見書長先C 都合で交更

別項次の題担ピノレ移将見挙と規則。説明舎を{ 出し! 2 : 舎

であった。八月はピーノレ舎祉を予定してゐるが出来な

い時は一月休止 ナる。

兵 庫 支 部

六月統合誌C 編集に好成績を収めたが本月は別! f 1 : 0 遜

千代田銀行ピノレ移都児暴な Ei i 盆なft しをした、1 A ・二

十三日午後四時から工業混合事務所で役員合開催、松

浦、桑岡両副支部長外出席、 本部から竹腰曾去、大和

常務王型事列席今後の革業や合事ｾＧＪ ｉｬｾを協議 した。

資料要買委員曾

三十八日報日ピノレで開催、尾崎委員長、厳中主幹外出

席予算計画中。内容につき再後討

請負規程委員曾

二十九日朝日 ピノレ で悶似 東京より回附C 四曾連合案

再検討を加へた。

銭 筋 コ ン ク U

移 動 工 事 見

ト 建 物

堅 舎

七月二十三日兵庫支部 斡 旋 @下に本都合勢委員舎と合

同で首題見事した。蛍日は炎暑にも不拘定刻一時4 ' に

制I戸市湊川新開地千代田銀行竹中エ王者j苫現場に額。汗

をふきつつ三々伍々集会した者約 130 名受付でパンフ

レツトを貧ひ同后特設。小屋に暫し待合せ たが 出席 予

定。竹腰合長遅参C ため大和理事が代って開催挨拶1m

. t l 合其他本合最近o{訟につき披露と協力在全額ふ旨を述

べ竹中工務底紳戸支底辻現場主任、日野設計部長を紹

介、日野氏は千代田銀行支j苫移穂Yこ関ナる、諸苦.i- 函 と 今

日迄の移動経過と今日現在は第一移動を終 D第二修動

に移る方向車事技c 準備中である事、 ]fi. 其行程に於ける

ま量重な事王里と物玉里と実際につき閲示と共に約二十分聞

に豆 P 怒切な説明をされた。次に各自質問あl J I H号、

辻両氏よ] ' ) p丁$ に回答された。次に竹朕曾長 はピノレ C

移車車工事は最近各方面から注目され一般に ｾｉｊ 心が深い

時兵庫支部で此見摩を計宣されたC は近来@ ヒットで

る P一面斯も多主主著書加された曾員に感謝ナると共に見

挙。結果稗盆ナる所が多いであろうと拳加曾員に挨拶

あ D 兵庫支部幹事、竹中エ務j苫各位には工延長を; 毎いで

おられる中で特に吾々 のため此の佼宣を輿へ られた事

に針し深甚な感草野@ 窓を表する旨 C 挨拶があった後三

玉廷に別れ現場五会見事 、現場にでも 熱心なｾ尚と総主主が

あ P 三時宇頃布窓畿な見翠を終った。 2昔日は現場。都

合で 100 名記限l J Ｎ亡 ｹ 切ったが現場で陥 約 Ｑ ， ｾ ｌｊ 名とな

った y 切後。申込者にお断 D した事を深 〈御詑びナる
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臨 時 建 築 制 限 規 則 附 規 準

及 建 築 代 理 業 僚 例 説 明 舎

七月廿玄日午後二時から清水建般大阪支j苫軍事堂で河合主

此日日本三大祭@ ーである天満天神渡御c 日で堂島河

吟畿十夜C 入。涜れ街は天神さんで大方は牛休、寒気

又巷 ｕ きにも不拘約 ＱＲＰ 余名。総 務 ぁＡｊｾ舎であった

銭高合勢委員長関令挨拶後部師稗国府指導際長紹介、

同課長は今次全面改i Ecv大要を1i 続放 火に同際姻技師は

規則第二十七俊之j盆僚解読績いて暫定士Ii，JI，IJ 二十六僚を

解設レた後十余人よ P 約二十分に l H質疑膝答後次に

稗関野、長よ P大 阪 府 建 築 代 理 業1傑例慨要を翫; 羽され、

更に全面的。質問鹿容が箱型けられたがやがて玄時近く

なった@ で大和理事問舎の挨拶を述べ商講師に拍手を

以 て 謝窓 を表し解散した。省日曾湯を奔借した清水建

設支腐では折柄牛休。所を還〈迄多重t街l牙sD留し且何か

と御世話と御危介おかけした事を紙上主I遜じ厚〈御麗

申上げ る

井上副曾長御令闇の計

予河東京本邸で長〈病策御静餐中。弁よ illUt首長御夫人

は人力。限 P を軍監された看認。かひもな く迭に六月廿

九自衛 ｉ 逝去され裁に ｦ 苦情。極みであ ｐ 、主主ｾｾ革問哀悼

ｃ 窓を表し御冥 ｾ ｾをお析する次第である。

九州支部寵リ

今加支部縫舎で支部長、副支部長が下。如〈改選され

た支部長官協晴美 氏i¥lIJ支部長黒木源次郎氏岩崎甚太郎

氏従来絵図前週j 支部長が一切。事務中合軍事を主として

耳互依れてゐたが l司氏五月よ F 東京で病気。ため入院さ

れてゐたが近〈蹄穏新役員と連絡後! 司支部では他幹事

や事務所主事にも新機構と新陣容で今後。活動を期して

ゐる様子である。

ｪｾ 業種目

銅 製 サ ッ シ ュ ・ ド ア ー ・ シ ャ ツ タ ー

オベ レー ター・伸縮戸・酉治子・建築金物一式

製 作 及 修 理 工 事

日 本 サ ッ シ ユ 株 式 舎 紅

旧名 日本サツジユ合資曾祉大限出張所l

大 阪 市 東 区南麗橋 二丁目九答地

電話土佐堀@2995・3G7;}

紳戸 鑑、業 所 神 戸 市 葺 合 1 K琴緒町三丁目八番地

電 穏 元 町 ① 5 4 4 5  

40 

圏雲閲覧と事務室の利用に就て

圃 書 閲 覧

職時中そ開。筒i !H整理が出来郭日ピノレ事務室九記列し

ました

事務室利用

朝日ピル事務室は尚奮闘覧、合設を主として続集c 一

部か使用していますが合毒事に差支ない時は合員各位。

合合に便宜を昔j - ! J ます。以上御利用下さい。

但 御利用。時は前以て事芸春局へ連絡願ふ事

日 本 建 築 協 合

後 記 六月は兵庫支部に集牧額って兵隊特絹重量

ーーーーーー とも雪ふ方針をとったととろ多方面から

案外な好評を得た。本! 1 ! e も亦京都支部にそ C 集牧を願ひ

紙面の構成まで委員。方にお任せした、た v 一部紙面。

都合＿によって望 ｾｊｾｌ たととをお詑び申上げ多大。御盤力

に対しととに改めて! 感謝申上る。

次は中組支部に以後九州支部、東海支部と夫夫年何回

かとうした地方特輯方針主主主 P 、合誌を通じて曾員問。

深い i n をもちたいものである。

害寄 ｨ 新ｾ貝舎によって絞を重ねる ζ と四回、ょうやく

舎員路氏。合従‘ に針しての批評も辛錬である。日〈… 寂

れる1合[ t ' .r . : ……見る華控除、に… … 紙面をざんしんに… ーも

っと畢術的に… γ ・曾員に愛される擦に…. . . l ' t 民本位に…

… ーーもっともな御希髭である。とうした問題は貨に永

年にわたって〈り揺されてゐるととである 。吾 k は と @

合員路氏。忠告を参考にど ζ までも「建築と鮭命」本来

。目的に向ってMむ方針である。問題。解決は近い、そ

れは舎員路氏。ょ P 以上の協力である。切にお願ひナる

次第である。

何本鋭ょ m毎月二十支日夜行を} 日後行に切 E 替 え た

とれも一つC 飛庖である( 委員)

建 築 と 紅 舎

第 3 0 輯 第 8 競

寝耳償 1 部 会40固く主主料共〉

昭 和24年 7月25 日印刷・昭和24年8 月1日発行

編集後行人 戸 )11 "5.L. 

蛮 行 所 雲 契 日 本 建 築 協 曾

大阪市北区中ノ島3 ノ3朝日ピノレ

f 土佐堀 @1 8 3f¥・36:11帯

電 磁 i ｴｴＺＢ Ｑ ｕＭ ｾ＠ ;g: ［［ｾｾ Ｍ Ｍ｟ＭＧＢＧｑ＠
l 北 演 ⑧ 1334 ｾ＠ 9 呑

振 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 容

大 阪 市 東 軍 北 積 三 丁 目 七

印 刷 人 井 上 雲

大 阪 市 東 区 北 演 三 了 目 七

印 刷 所 見 島 印 刷 株 式 曾 祉
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月 九 日 一 十 四 日 、 六 日 間

市 内 心 斎 橋 大 丸 百 貨 庖 四 階

第 一 部 こ れ か ら の 住 宅

第 二 部 都 市 構 成

第 三 部 住 宅 建 築 手 引

第 四 郡 新 設 計 園 案

第 五 部 十五坪毛デノレ J 、クス庭園共

模型製品及建築資材約三十社出品予定

建築文化講座

期 日 八 月 十 三 日 ( 金 ) 二 時 三 十 分

こ れ か ら の 住 宅 講 師 京 大 毅 授 工 博

八 月 十 三 日 ( 土 ) 午 前 十 時

住宅の新傾向に就て 講 師 大 谷 女 専

大 丸 四 階 展 示 舎 場 隣 室

以上御互の知己御誘合せ御来場i i ' 待つ

主 催 祉 圏 法 人 日 本 建 築 協 曾

本曾機関誌 「建築と牡曾」バ、ソクナンバー

第 廿 試 輯 昭 和14年 第 九 2，6， 輸 相 知

第 廿 参 輯 昭 和15年 第2，8放 各1紛 炉 銃 S新 祭 場 4加 第6，7， l O!ll¥! 

第 廿 四 輯 昭 和16'!f. ｾＳ 及 ＱＲ 披各 Ｑ 加第 Ｘ 鋭 Ｔ 紛第 Ｙ 盟主 Ｕ 加

第 廿 玉 輯 昭 和17年 第2，4，6， 8按 各1新 第11盟主 2 M

第 廿 六 輯 昭 和18年 安 草 地 5加告書3鋭 4新 鮮 鋭 2加

算 廿 七 輯 昭 和19年 第1波 1加

第 廿 八 輯 昭 和22年 第1，2 合 併 銃 炉 ， 4，号合併銃

第 廿 九 輯 昭和23年 第 四 ( 7月 発 行〉 多 鍛 在 庫

第参拾輯 第2披 よ F 妻都放迄多重生在府

上官己掲戴〆ツグナンバーは前銃に掲妓出来なかった分。痘加であり、上官ｴＧ， ｲｾ 潟織なき分は賓

切絶版でナ。併殺行!年度によ P 慣勝。 i匂低もあ P まナC で、御希望。方は本食事お所へ御 申

込み下さい。大体償絡は四、支拾国前後です。但し部数に限 P あ P先着順0.

相 互 斡 旋

西山卯三氏

清 氏

各 l Jl骨

4舟

多重主在庫

小 林

第7量君

関曾

5:ar 

策 6，7， 8 合併披

覧

第6銃

展宅イ主の

八、

か ら

関

場

万t

場金

-

れ

期

舎

展

ー

‘ー
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共に身体健全、容委普通以上、身元確

@ 土地家犀譲 P たし

1、大阪市西E 江戸堀南通五丁目十若手地ノ一角地河に面す、約 232坪

2、京都市左京直松ケ崎西町一四番地 前高工跡突営 リ隣裏、公園橡定地で目下施設中

敷地52坪、卒家建15坪三室台所、風呂、井戸、水道交備、昭和十七年建築入念仕上。

3 京都市電嶋原口西北約一丁、敷地約100坪、延「曇坪約45坪、外ー故コ階建、和洋大ノj 、十室

4、紳戸市生田区花隈町161ノ1 モダン茶苑、木造五葺 外部モルタノレ塗、中二階建唐舗附延

31坪、敷地 48坪

④ 求 婚

1 女子、初婚ご二十四才。再婚死別三十三才子供主主し

変者自うり。特に斡旋願いた し。

2 建築家の婚を求む 京都市内在住、父付停統の建築地工者にて現在管業中、身元確賓。

以上御連絡は本含事務局長八御申越の事 本欄を充分御利用願います。

枇 図 法 人 日 本 主 主 築
曾協
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所

大

鳥

居

工

業

所

須

賀

工

業

協

立

工

業

所

明

和

管

工

業

昭

和

鉛

工

業

高
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工
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所

勝

山

看

板

庖

川

本

塗

装

厄

日

本

セ

メ

ン
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工

業

仲

徳

製

作

所

範

多

商

会

西
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会

松

田

商

会

日

本

管

工

業

京

都

水

道

工

業
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田

工
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所
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京

水

道

工
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所

京

都

美

術

看
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告
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装

庖

利

倉

幸
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石
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所
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業
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本

ス
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知
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製

品
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業

福

屋
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業

所

タ

テ

パ

ヤ

シ

商

底

部

岡

惣

兵
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応
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敬
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沢

盟
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商

応
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中
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金

三
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地

上

原
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介
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底

近
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庖

大

中

商

会
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出

荷
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和
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